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Precision Power Analyzer
プレシジョンパワーアナライザ

モータ、インバータ、照明、EV/HEV、バッテリ、電源、航空機、
新エネルギー、パワーコンディショナ

● 最大500次、２系統同時の高調波測定
● イベントトリガによるデータ保存機能 
● モータ評価機能をさらに充実（A相、B相、Z相入力） 
● センサ信号を取り込むための外部信号入力機能 
● 標準搭載された各種通信インタフェース（GP-IB、USB、イーサネット）

*1　50A入力エレメントの電流入力を除く

斬新な機能の搭載で
測定の効率改善をサポート

電力DC・基本確度　±0.15%
電圧、電流周波数帯域　5MHz*1 （‒3dB, Typical)
サンプリング速度　約2MS/s（16ビット）
最大6入力エレメント

100μA～1000A測定（電流センサ測定含む）
5msの応答を実現（外部同期信号使用時は最短1ms）

微小～大電力測定を1台で



測定 高精度、広帯域、高速サンプリング、同時高調波測定を実現高精度、広帯域、高速サンプリング、同時高調波測定を実現
●電圧、電流測定帯域　5MHz（－3dB, Typical）  
　スイッチング周波数の高速化にともない、広帯域の計測が要求されることが増えてきました。WT1800は従来の測定帯域の5倍（5MHz）
の電圧、電流測定帯域を実現し、高速スイッチング信号をより正確に捉えます。

●使用したい特定の電圧、電流レンジの選択
　電圧、電流入力のワイドレンジ対応は測定アプリケーションが広がるメリットがある一方で、オートレンジの応答に時間がかかってしまうケー
スがあります。これを解決するのがレンジコンフィグ機能です。選択したレンジ（有効測定レンジ）だけを使用できるので、より高速なレンジ
アップ、およびレンジダウンができます。

●0.1Hzの低速信号の電力測定 & 最速50msの高速データ収集
　低速での電力測定のご要望にお応えするため、従来の周波数下限の0.5Hzをさらに下げて0.1Hz（従来比5倍）に改善しました。また、最速
50msのデータ更新レートの高速データ収集も継承しました。通常測定データに加えて、最大500次までの高調波データも同時に測定&保
存できます。データ更新レートは50ms～20sの9種類の中から選択できます。　※50msデータ更新レートでの高調波測定は最大100次まで

●高速データ収集モード（HSモード、/HSオプションが必要です）
　50ms毎の平均値のデータ更新では捉え切れない、高速な事象の変化に対して、新たにデータ収集の可能性を実現しました。5ms（External 
Sync ONの場合には外部信号に対して1msから100ms）毎に、1秒間のまとまったデータをブロックにして内部/外部メモリ、あるいは通信
機能にてパーソナルコンピュータにデータ保存することが可能です。

●直接入力できるワイド電圧、電流レンジ
　測定信号を直接入力することで電流センサでは測定が困難な微小電流を測定できます。WT1800は、1.5V～1000V（12レンジ）の直接
入力電圧レンジ、10mA～5A（9レンジ）、あるいは1A～50A（6レンジ）の直接入力電流レンジを搭載しています。

●低力率時の誤差を0.1% of S（皮相電力）に低減（従来比2/3） 
　力率誤差は、低力率時にも高精度測定を保つための重要な要素の１つです。WT1800は電力基本確度±0.15%の高精度に加え、従来比
2/3（0.1%）の力率誤差を実現しました。

*当社従来機種　WT1600との比較 *1 2011年1月現在の汎用の高精度三相電力計において（当社調べ）

※表示の数字は定格実効値レンジ

機能 新機能を使って電力計測を強力にバックアップ新機能を使って電力計測を強力にバックアップ

保存･通信 豊富な通信機能とデータ保存機能豊富な通信機能とデータ保存機能

●2系統同時高調波測定（オプション）
　電圧、電流、電力値などの通常測定項目と高調波の同時測定に加えて、業界初となる2系統の同時高調波測定ができます。従来は入力信号
の高調波測定と出力信号の高調波測定をそれぞれ別々に測定する必要がありました。WT1800では入出力の同時性を保った高調波測定
ができます。

●外部信号入力を搭載し、電力測定+アナログ信号のデータを測定（モータ評価機能との選択オプション）
　太陽光の日射量、あるいは風力発電での風力などの物理量データとともに電力計測ができます。

●電気角測定にも対応。A相、B相、Z相の入力が可能なモータ評価機能（外部信号入力との選択オプション）
　回転速度、トルク信号の測定に、パルスまたはアナログ信号を入力できます。WT1800のモータ評価機能では、当社の従来機種では出来な
かった回転方向の検出や電気角も測定できます。

●ユーザー定義イベント機能
　ある特定の現象だけを捉えたい ̶ そのようなご要望にお応えするため、高精度電力計では業界で初めてイベントトリガ機能を搭載しまし
た。たとえば、電力値が99W～101Wの範囲から外れたときに測定値でトリガをかけて、条件が成立しているデータだけをストア、プリント
出力、あるいはUSBメモリに保存できます。

業界初・・・高精度三相電力計において初めて搭載された機能・性能のこと（当社調べ）

搭載機能一覧
標準機能
オプション
ソフトウエア（別売）

● 外部クロック用BNC端子● 外部クロック用BNC端子
● 同期測定用BNC端子● 同期測定用BNC端子

※写真は/MTRオプション搭載品
青字：標準装備
赤字：オプション
青字：標準装備
赤字：オプション

● 電圧入力端子● 電圧入力端子

● 電流外部センサ入力端子
　　（オプション）
● 電流外部センサ入力端子
　　（オプション）
● 電流外部センサ入力端子
　　（オプション）

● 電流直接入力端子● 電流直接入力端子

● GP-IBインタフェース● GP-IBインタフェース

● USB通信インタフェース● USB通信インタフェース

● イーサネット通信インタフェース● イーサネット通信インタフェース

● RGB出力（/V1オプション）● RGB出力（/V1オプション）

● DA出力（/DAオプション）● DA出力（/DAオプション）

● トルク＆回転速度（A、B、Z相端子、/MTRオプション）
　 または、外部信号入力（/AUXオプション）
● トルク＆回転速度（A、B、Z相端子、/MTRオプション）
　 または、外部信号入力（/AUXオプション）

10mArms 5Arms

CT60 AC/DC DC～800kHz, 60A
AC/DC電流センサ

CT200 AC/DC DC～500kHz, 200A
AC/DC電流センサ

CT1000 AC/DC DC～300kHz, 1000A
AC/DC電流センサ

※電流センサでの電流測定では、5A入力エレメントを選択してください。

1Arms 50Arms

直接入力（5A入力エレメント）

直接入力（50A入力エレメント）
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業界初業界初もっと詳しく
11ページ

もっと詳しく
5・6ページ

もっと詳しく
9ページ

もっと詳しく
7ページ

もっと詳しく
4・8ページ

もっと詳しく
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●GP-IB通信、イーサネット通信、USB通信機能を標準装備

/FQ/FQ
12ch

周波数
測定

1-50A
10mA-5A1.5-1000V 1MHz 1,2,3

4,5,6 0.15% 300（6） 8.4-XGA 50ms-20s

/DT/DT

/EX/EX
0.05-10V

外部センサ
入力

/G6/G6

2系統
同時高調波

/G5/G5

高調波

GP-IB イーサネット約32MB

5MHz
（typical）

電圧電流
周波数特性

/MTR/MTR

モータ
評価
Speed
Torque /US/US

外部信号
入力
アナログ
2ch /V1/V1

RGB

/B5

プリンタ

/B5

AC/DC電流センサCT1000の変流比
は1500:1となっています。たとえば、
300Armsを200mAで測定できます。

電力計への電流直接入力ができるので、
間欠制御方式の待機電力評価の微小電
流でも高精度に測定できます。

*

*

*

直接入力レンジ搭載!! 
電流センサを使った大電流測定に加えて、待機電力などの微小電流/微小電力計測にも対応できます。 
電流出力方式の電流センサをラインアップ。5A入力エレメント（10mA～5Aレンジ）を搭載すれば、待機電力測定から非接触の大電流測定まで1台で対応できます。

エネルギーの効率的な利用の観点から、50Hz/60Hz交流電力をインバータを
用いて変換する機器や、余剰電力による逆潮流が発生する系統連系制御機器、
バッテリーへの充放電機器が増えて
います。 WT1800ではこれらの機
器の入力側および出力側電流の高
調波ひずみを同時に観測できます。
「高調波測定は1系統だけ」、という
今までの常識を覆し、WT1800は2
系統の同時高調波測定ができます。
また、400Hzのような高い基本波周
波数でも最大500次までの高調波
測定ができます。

当社の従来の電力計では、4値、8値、16値表示などの数値フォーマットを選択し
て画面表示していましたが、「見たいパラメータを、好みの大きさや位置で表示
する」という自由な画面表示はでき
ませんでした。 
WT1800では、このような既成概
念を打ち破り、お客様で作成した画
像ファイル（BMP）を表示画面とし
て読み込み、自由フォーマット＆デー
タ表示を実現しました。より使いや
すく、より見やすい表示画面にカス
タマイズできます。

もっと詳しく
5・6ページ

もっと詳しく
5ページ

2系統の同時高調波測定 画面表示を自由設計業界初業界初 業界初業界初
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当社従来機種*の約2.6倍の高解像度ディスプレイを採用しました。
より多くの設定情報と測定データを表示できます。

6入力の電圧レンジ、電流レンジ、同期ソー
ス、結線方式、フィルタなど、それぞれの詳細
な設定情報とともに、測定したデータを１つの
画面上に表示できます。画面表示を頻繁に切
り替えて設定を確認する必要はありません。

WT1800では、最速50msのデータ更新
レートから、低速測定用の20sの更新レート
まで、9種類の中から選択できます。  たとえ
ば、1秒ごとの平均データ保存をしたいとき
に、50msのデータ更新レートに設定してし
まうと、1秒間隔（20回に1回）のデータ保存
しかできないため、異なる測定結果になる可
能性があります。 保存したいデータ間隔に
設定することでこのようなリスクを低減でき
ます。 

電圧や電流の設定レンジは、通常、電力計
に入力される電圧、電流信号のレベルで表
示されます。 WT1800ではこの直接表示
に加えて、外部電流センサレンジに新規に
演算レンジ表示機能を搭載しました。この
機能を使えば電圧出力タイプの電流セン
サの一次側電流レンジを表示できます。一
次側の測定信号レベルに合わせて直感的
にレンジ設定ができます。

NULL機能は結線した状態でのオフセット
値をゼロにする機能ですが、従来はすべて
の入力に対して一括にONかOFFしかでき
ませんでした。WT1800では、入力ごとに
NULL値をON、HOLD、OFFができます。 
モータ評価試験で、特定の入力だけに乗っ
たオフセットをゼロにすることがでます。よ
り高精度なモータ評価試験ができます。

頻繁に使う機能（キー）では取扱説明書
がなくても操作できますが、評価中に新
たな機能を使いたいことがあります。
WT1800では機能編の取り扱い説明
書を内蔵しているため、新たな操作が
要求される場合でも、画面上で機能説
明が読めます。メニューは初期設定で英
語になっていますが、日本語、中国語、
独語に変更することができます。

WTシリーズで搭載されているデータスト
ア機能は、連続で長期に渡りデータを保存
できることがメリットです。一方、あるイレ
ギュラーな現象の確認では、表計算ソフト
を使ってデータ抽出する必要がありまし
た。 イベントトリガ機能は、上限下限値を
設定して、その範囲内あるいは範囲外に
なったときにトリガをかけて、必要なデー
タを保存できます。

インバータ波形やひずみ波形などの電力評価では高周
波成分で測定値に影響がでます。新機能のディジタル
フィルタ機能を使えば、信号に重畳した不要な高周波成
分を除去できます。フィルタは各入力エレメントごとに
独立に設定でき、アナログフィルタ1MHz/300kHzと、
100Hz～100kHzまでを100Hz刻みで設定できる
ディジタルフィルタを標準装備しています。

個別NULL機能
特定の入力信号だけNULL機能

*当社従来機種　WT1600との比較

*当社従来機種　WT1600との比較

特定の電圧、電流入力レンジ（有効測定レンジ）を選択できる
レンジコンフィグ機能を新規に搭載しました。不要なレンジを
使わないことで当社従来機種*よりも高速な最適レンジ設定
を実現し、より速く信号変動に追従できます。 
また、ピークオーバー発生時には、あらかじめ設定したレンジ
に直接変更できるので、生産ラインで頻繁に繰り返される、
OFF、100V、OFFのような繰り返し試験でのタクトタイム短
縮に有効です。 

レンジ選択機能

当社従来機種*の動作イメージ入力信号が変化

レンジ変更終了

搭載しているレンジを１つずつ変更

WT1800のレンジ選択による動作イメージ

レンジ変更終了 選択した次のレンジに変更

高調波測定オプション（/G5)を搭載すれ
ば、数値データだけでなく、バーグラフ表
示ができ、測定データを視覚的に認識で
きます。 
また、2系統の同時高調波測定機能
（/G6)を搭載すれば、2系統の高調波
（デュアル高調波）を同時に測定・表示で
きます。 

高分解能ディスプレイの採用で波形表示
を最大6分割表示できるようになりまし
た。インバータ三相信号の入出力間の信
号を画面分割して同時に表示できます。
波形表示は電圧だけ、あるいは電流だけ
を表示したり、表示位置を自由に設定で
きるので、比較したい信号だけを並べて
表示することもできます。

※/G5または/G6オプションが必要です

※/G5または/G6オプションが必要です

基本波電圧、電流信号の位相関係をベク
トル表示できます。 当社従来機種では1
系統だけのベクトル表示でしたが、
WT1800では2系統のベクトルを表示
できます。 
さらに、ベクトルと数値の組み合わせ表示
も可能です。各種数値パラメータと電圧、電
流の位相状態を視覚的に確認できます。

画面を上下に二分割して、2種類の画面
表示を、同時に表示できます。数値、波形、
トレンド、バーグラフ、ベクトル表示から選
択できます。 
さらに新機能として、数値画面のときに
INFOボタンを押すことで、上段に設定情
報、下段に表示していた数値情報を自動
的に小さくして表示します。

画面上に画像データを読み込み、数値
データの位置、大きさを指定できます。
自社のロゴを画面上に表示したり、入出
力効率、周波数など見たい測定項目だけ
を並べて、自社オリジナルの表示画面を
作成できます。

インバータの効率評価をする場合、数値
だけで微小な効率変化を確認することは
分かり難い場合があります。
トレンド表示は、測定値や測定効率を時系
列にトレンドデータとして表示できるの
で、微小な変化も視覚的に捉えられます。
数分間のトレンド、あるいは数日間のトレ
ンドデータの確認ができます。

※画面のハードコピーでトレンド表示を保存できます。また、数値データの保存はストア機能を使います。

演算レンジ表示
一次側の電流値をダイレクト表示

斬新斬新

斬新斬新

ユーザー定義イベント
ある特定の現象だけを捉える

斬新斬新

ヘルプ機能
マニュアルを画面上に表示

新機能新機能 設定情報
情報+数値の組み合わせ表示

NEWNEW

デュアルベクトル
ベクトルを2系統同時に表示

NEWNEW

数値＆高調波バーグラフ
高調波測定を同時に２系統実行

NEWNEW

カスタム
画面表示を自由設計

NEWNEW

波形
6分割表示にも対応

NEWNEW

トレンド
効率変動を視覚的に捉える

入力信号に応じた適切なレンジに高速設定 NEWNEW
■多くの情報を一画面に表示

■データ更新レートを変更可能

豊富な表示フォーマット  数値表示からカスタム表示まで

6入力、単相/三相機器のすべてのデータを一画面で確認
高解像度8.4型XGAディスプレイに重要情報を凝縮表示
6入力、単相/三相機器のすべてのデータを一画面で確認
高解像度8.4型XGAディスプレイに重要情報を凝縮表示

ラインフィルタ 高周波成分に埋もれたオリジナル信号を捉えるラインフィルタ NEWNEW

機能／表示機能／表示機能／表示 機能／表示機能／表示機能／表示
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ヘルプメニューで測定をサポート

直接入力
レンジでの
表示例

演算レンジの
表示例

※作成した画面はUSBストレージからのデータロードが必要
　です。

＊言語はメニュー画面から選択できます。
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アプリケーションアプリケーションアプリケーション アプリケーションアプリケーションアプリケーション

概要
生産ラインで高精度電力の評価をする場合、WT1800を使えば最大6台の単相電力計として電圧、電流、電力、周波数、力率、
高調波ひずみ率*を測定できます。また、入力エレメントごとに積算スタート/ストップができる独立積算機能も搭載しています。
遠隔でのデータ収集の場合でも、1台のWT1800との通信でデータ取得ができるため、プログラム作成が容易になります。

※他のアプリケーションの特長もご参照ください。

インバータ

※三相入力は
　三相3線結線で
　電力測定

入力

交流信号を
直流信号に変換

インバータ部

直流信号を変調して任意の交流信号に変換

※この例では、インバータ出力の
　各相（相間）の電圧電流を確認するため、
　三相3線（3V3A）結線で測定

測定箇所と電力計への入力。
Mはモータ出力を電力計の
モータ信号入力（MTR)へ接続

WT1800の優位点

■5MHz帯域、2MS/sの高速サンプリング ■最大500次の高調波測定 （/G5、/G6オプション）
電力計測での縦軸分解能は高精度測定における重要な要素の１つです。
WT1800では、16ビット高分解能、約2MS/sを実現し、より高速な信号でも、
より高精度な測定ができます。

当社従来機種*では、通常測定モードと高調波測定モードに分かれて、それぞれ測
定していました。WT1800では、従来の通常測定モードの電圧実効値、電流実効
値に加えて、高調波測定モードでの電圧、電流基本波、および高調波成分、高調波
ひずみ率（THD) を同時に測定できます。モード切り替えの必要がなくなり、すべ
てのデータを高速に測定できます。さらに、基本周波数に対して最大500次まで
高調波測定ができます。

昇圧コンバータを含むインバータの入出力評価では、少なくとも5入力以上の電
力測定入力が必要となります。WT1800は6入力できるので、インバータ機器
を総合的に評価できます。また、新規に搭載した個別NULL機能を使って特定の
入力チャネルだけDCオフセットをNULL値として設定できます。より高精度な測
定ができます。

従来高調波測定の対象は１つだけでしたが、WT1800は業界で初めて、1台で
2系統の同時高調波測定ができるようになりました。
入力信号と出力信号を同時に高調波測定できるので、切り替え時間の短縮に加
えて、今まで不可能だった入出力間同時のデータ解析を可能にしました。

*当社従来機種　WT1600との比較

■昇圧コンバータ効率とインバータ効率評価 ■2系統の高調波測定 （/G6オプション）

下記のいずれも最大500次まで測定できます。 
1系統の高調波測定（/G5オプション） 
2系統の高調波測定（/G6オプション）

■デルタ演算機能 （/DTオプション） ■モータの電気角/回転方向測定
（/G5, /G6オプション）（/MTRオプション）

各エレメントの電圧や電流の瞬時測定値（サンプリング
データ）の和や差を求め、差動電圧や線間電圧、相電圧な
どを求めることができます。
■差動電圧、電流：三相3線結線のとき、2つのエレメント
の間の差動電圧、差動電流を演算
■線間電圧/相電流：三相3線結線のとき、測定していな
い線間電圧と相電流を演算（図1）
■スター-デルタ変換：三相4線式のデータを使って、相
電圧から線間電圧を演算
■デルタ-スター変換：三相3線結線(3V3A結線）のと
き、線間電圧から相電圧を演算（図2）

モータ評価機能を使えば、回転センサ信号とトルクメー
タ信号から、モータの回転速度、トルクおよびモータ出力
(メカニカルパワー）を測定できます。回転センサやトルク
メータから入力する信号は、アナログ信号(直流電圧)ま
たはパルス信号から選択できます。
また、A相、B相、Z相入力端子を新たに搭載しました。A
相、B相を使うことでモータの回転方向を検出できます。
また、Z相信号を使って電気角*を測定できます。
*電気角測定は/G5または/G6オプションが必要

※トルクセンサおよび回転センサは別途ご購入ください。
　WT1800のモータ評価オプションは、パルス/アナログ入力できます。

スコープコーダDL850
インバータのスイッチング波形の詳細な波形
確認はWT1800ではできません。波形確認が
必要な場合は、100MS/s、12ビット、絶縁入
力ができるスコープコーダDL850で可能で
す。詳しくは、ホームページまたは、カタログ
BulletinDL850-00をご覧ください。

家電製品の複数台の能力試験をサポート家電製品の複数台の能力試験をサポート

※他のアプリケーションの特長もご参照ください。
家電機器１～６

*高調波ひずみ率測定は/G5または/G6オプションが必要です。また、周波数を４つ以上測定する場合は/FQオプションが必要です。

■１台で最大６機器の待機時＆動作時の電力測定 ■アナログ出力でスコープコーダと連携
　　（/DAオプション）

1台で最大6機器の電力計測ができます。待機電力測定では、定格10ｍAレンジ
の微小電流レンジで有効入力1%からの測定ができるので、1mA以下の測定に
も対応しています。さらに平均有効電力機能を使うと、間欠的な発振制御方式の
信号での平均電力*を算出できます。

測定値をリアパネルのD/A出力コネクタから±5V（定
格値）、16ビットの高分解能の直流電圧に変換して出力
できます。最大20項目を同時に出力できます。 また、入
力信号の任意の範囲を上限値、下限値として、D/A出力
の－5V～5V*にスケーリングできるので、入力信号の変
動部分を拡大してスコープコーダなどで観測できます。  

*ユーザー定義演算を使用

*周波数測定など一部項目では0-5V固定です。

図1 線間電圧/相電流

R相

T相 S相
U2

図2 デルタ-スター変換
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電圧、電流
5MHz帯域
電圧、電流
5MHz帯域 同時高調波同時高調波

2系統
高調波測定
2系統

高調波測定

待機電力待機電力

差動
電圧電流
差動
電圧電流 電気角*電気角*

20ch出力
分解能16bit
20ch出力
分解能16bit

6入力6入力

※詳細仕様は仕様のページでご確認ください。また、結線時に必要な電圧測定用ケーブルなどをご用意ください。

50A以下での直接入力測定：WT1806-06-M-HE/B5/G6/DT/V1/MTR　6電力入力、電流測定範囲10mA－55A、内蔵プリンタ、2系統高調波、デルタ演算、RGB出力、モータ評価機能
50A以上で電流センサを使用した測定：WT1806-60-M-HE/B5/G6/DT/V1/MTR　6電力入力、電流測定範囲100uA－5.5A（AC/DC電流センサ出力を測定）、内蔵プリンタ、2系統高調波、デル
タ演算、RGB出力、モータ評価機能

WT1806-06-M-HE/EX6/B5/G6/FQ/V1/DA  6電力入力、電流測定範囲10mA-55A、 またはクランプ測定（クランプ入力端子付）、内蔵プリンタ、
全チャネル周波数測定（12個）、RGB出力、2系統高調波、DA出力　※外部入力端子（EX）を搭載することで、直接入力測定に加えて、クランプ測定にも対応できます。

概要 WT1800 は最大6電力入力の測定ができるので、インバータ評価における入出力間のインバータ効率試験が可能です。
さらに、モータ評価機能（オプション）を使えば電圧、電流、電力変動の観測とともに回転速度、トルクの変化も同時に観測できます。

WT1800の優位点

約2MS/s
16ビット
約2MS/s
16ビット 最大500次最大500次

効率測定効率測定

個別
NULL機能
個別

NULL機能

入出力
同時測定
入出力
同時測定

最大500次最大500次

平均
有効電力
平均
有効電力

DAズームDAズーム

スター-デルタ
変換

スター-デルタ
変換 A,B,Z相A,B,Z相

デルタ-スター
変換

デルタ-スター
変換

アナログ/
パルス入力
アナログ/
パルス入力

製品の構成例*

製品の構成例

インバータ＆マトリックスコンバータ＆
モータ/ファン/ポンプ　入力・出力の効率測定
インバータ＆マトリックスコンバータ＆
モータ/ファン/ポンプ　入力・出力の効率測定

全チャネル
周波数測定*
全チャネル
周波数測定*

※詳細仕様は仕様のページでご確認ください。また、結線時に必要な電圧測定用ケーブルなどをご用意ください。
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※他のアプリケーションの特長もご参照ください。

太陽電池モジュール（屋外）
メガソーラー（屋外）

日射計（太陽光発電）
風向風速計（風力発電）

■最大1000V/50A×6系統直接測定
電圧レンジ（1.5V～1000Vレンジ）と電流レンジ
（10mA～5Aまたは1A～50Aレンジ）の直接入力端子
を搭載しているので、電流センサを使わずに高精度測定
ができます。
また、パワーコンディショナ評価では、昇圧コンバータ、イ
ンバータ、蓄電池への入出力など、多チャネルの電力測
定が必要です。WT1800は最大6チャネルの電力入力
ができるので、多点の電力測定を1台で同時に評価でき
ます。さらに多チャネルの電力を評価する場合は、2台の
同期運転もできます。

系統連系における電力の売電量/買電量や、バッテリの充
放電の量を電力積算機能を使って測定できます。
WT1800では売買電、充放電モードでの積算ができる有
効電力積算（WP）に加え、電流積算（q）、皮相電力積算
（WS）、無効電力積算（WQ）が可能です。
また、ユーザー定義ファンクションを使って積算区間内に
おける平均有効電力を算出できます。電力値が大きく変動
する間欠発振制御方式の機器の消費電力をより正確に測
定できます。

電圧変動、あるいは電流変動が設計時に想定した範囲内
に入っているかを確認するには、イベントトリガ機能が便
利です。発電の正常レベル範囲を判定条件に設定するこ
とで、その範囲外のデータを測定したときをトリガにし
て、メモリにそのデータを保存できます。

太陽光発電では、取り出した電力が最大になるように、太
陽電池が発生する電圧値を有効利用する制御（MPPT
制御）が行われています。
WT1800は、電圧、電流、電力値とともに、電圧ピーク
値、電流ピーク値（それぞれ+側、－側）を測定できます。
また、瞬時電力最大値（+側、－側）も測定できます。

■瞬時電力ピーク値測定（MPPT測定）

■積算電力（売買電/充放電）測定

■異常時にトリガ（ユーザー定義イベント機能）

電力値（P1)と瞬時電力ピーク値 ＋側（P+pk)と－側（P-pk）の測定例

■ユーザー定義ファンクションでリプル率、電力損失
ユーザー定義ファンクションを使って、変換効率の他に、入力出力間での電力損
失 、電圧直流リプル率 、電流直流リプル率などを演算できます。目的に合わせて
係数を掛けたり、演算式を少しだけ変更できるので便利です。演算式は最大20
個設定できます。また、演算項目のF1、F2・・・の表示名を自由に変更できます。 

逆潮流により、電力系統には電圧変動や高調波が流れ込
みます。高調波測定機能は、高調波成分を測定し、高調波
ひずみ率（THD）を演算・表示できます。

試験を実施しているときに複数のエンジニアで詳細に
データを確認したいことがあります。内蔵プリンタを搭載
すれば、その場ですぐにデータをプリント出力でき、複数
のエンジニアで同時に確認できます。■演算例 

１．電圧直流リプル率＝
　 [（電圧ピーク値（+） － 電圧ピーク値（－））/2×直流電圧値（平均値）］×100 
２．電力損失＝出力電力－入力電力

■高調波ひずみ率（THD）の測定（/G5、/G6オプション）

■画面をすぐにプリント出力（/B5オプション）

※詳細仕様は仕様のページでご確認ください。また、結線時に必要な電圧測定用ケーブルなどをご用意ください。

※直接入力と外部電流センサ入力を同時に結線することはできません。

安定器

一次側は一般的な
電力結線で接続

I1
I1

I2

I2

電圧測定 ツイスト線

ランプ電流 = I1－I2

LED

※電流レンジにご注意ください。一般的には電流値が小さいため、
　5A入力エレメント（10mAレンジ～5Aレンジ）を使用します。

※外部入力端子（EX）を搭載することで、直接入力測定に加えて、電圧出力型のクランプ測定にも対応できます。

■LED照明の発光効率と電力測定 （/AUXオプション）■蛍光灯の管電流測定 （/DTオプション）
安定器は高周波信号を使って蛍光ランプを点灯させます。その周波数は一般的
に数十kHzとなっており、確実に信号をとらえるためには電力計の広帯域性能が
重要となります。また、管電流は直接測定するこ
とができないため、安定器の出力電流と陰極電
流との差分を電流センサを使って測定する、ある
いはWT1800のデルタ演算（/DTオプション）
を使って求めることができます。 

LED照明では消費電流/電力を抑えながら発光効率を高めることが重要となり
ます。 WT1800は、電圧、電流、電力の測定に加えて、照度計などの出力を外
部信号入力端子（/AUXオプション）に接続することで、発光効率(ランプ効率）
を演算できます。

（注）管電流は、電流実効値の差分ではなく、瞬時値の差分演算になります。

WT1806-06-M-HE/EX6/G6/DT/DA 　6電力入力、電流入力範囲 10mA-55A 、またはクランプ測定（クランプ入力端子付） 、 2系統高調波、デルタ演算（差分電流値測定）、DA出力　

※詳細仕様は仕様のページでご確認ください。また、結線時に必要な電圧測定用ケーブルなどをご用意ください。　

測定箇所と電力計への入力。
Aはセンサ信号を電力計の
外部信号入力（AUX）へ接続

A

1 2 3

4

6

5

パワーコンディショナ（電力制御装置）

昇圧
コンバータ

直流交流
変換器

電流の
充電制御

蓄電システム

充電/放電

売電/買電

太陽光発電における電力の流れ

逆潮流

負荷

電力系統への系統連系、
あるいはスマートグリッド
（次世代電力網）蓄電池

プラグインHV
など 

MPPT （Maximum Power Point Tracker）制御時の
電圧、電流、電力測定例

※イメージ図です。
　実際の測定では
　ノイズの影響があります。

電
流
値

電圧値

最大電力値

電
力
値

A

1 2

A
I

U

※ランプ電流は、図のように広帯域電流センサの出力を測定するか、演算を使って差分電流（デルタ演算機能）を
　求める方法があります。

AC電源
スイッチング
レギュレータ

蛍光灯/発光ダイオード（LED）照明の電力測定蛍光灯/発光ダイオード（LED）照明の電力測定

※他のアプリケーションの特長もご参照ください。

ワイド電圧/
電流レンジ
ワイド電圧/
電流レンジ

効率測定効率測定

MPPTMPPT

瞬時電力
ピーク値
瞬時電力
ピーク値

リプル率リプル率

電力損失電力損失 プリント出力プリント出力

同期運転同期運転

売電
買電
売電
買電

充電
放電
充電
放電

平均有効
電力
平均有効
電力

5MHz帯域5MHz帯域 管電流測定管電流測定

直流/交流直流/交流

発光効率発光効率
デルタ演算
差動電流
デルタ演算
差動電流

異常時の
データ保存
異常時の
データ保存

製品の構成例*

製品の構成例*

50A以下での直接入力測定 ： WT1806-06-M-HE/EX6/B5/G6/AUX　6電力入力、電流測定範囲10mA－55A 、またはクランプ測定（クランプ入力端子付）、内蔵プリンタ、2系統高調波、外部信号入力
50A以上でAC/DC電流センサを使用した測定 ： WT1806-60-M-HE/EX6/B5/G6/AUX　6電力入力、電流測定範囲100uA－5.5A（AC/DC電流センサ出力を測定）、外部電流センサ入力（クランプ測
定時）、内蔵プリンタ、2系統高調波、外部信号入力

概要 蛍光灯のスイッチング周波数は数十kHz程度の高速な信号もあり、広帯域の電力測定が必要です。また、LED照明でもPWM変調回路による調光制御を
しているケースもあります。WT1800は、直流および5MHzまでの広帯域に対応しているため、このような高周波信号の評価ができます。

WT1800の優位点

WT1800の優位点

高調波
ひずみ率
高調波
ひずみ率

概要
太陽光発電、風力発電で発電されたエネルギーは、パワーコンディショナ内部で直流から交流に変換されます。また、蓄電池への充電制御装置で電圧値が
変換されます。これらの変換ロスを最小限にすることがエネルギー系統全体の高効率化につながります。WT1800は1台で最大6チャネルの電力入力を
搭載できるため、各変換器前後の電圧、電流、電力、周波数（交流の場合）や、変換器効率、充電効率などを測定できます。

1

太陽光発電、風力発電などの
新エネルギー市場での発電̶変換効率測定
太陽光発電、風力発電などの
新エネルギー市場での発電̶変換効率測定

照度計 
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インバータ部

■0.5Hzの低周波からの高調波測定
　　（/G5、/G6オプション）

モータ試験では、低速～高速までさまざま
な回転数で評価します。
WT1800は下限周波数を0.5Hzから対
応することで、非常に低速なモータ回転時
の高調波測定でも外部サンプリングク
ロックを使わずに測定できます。

■インバータ効率、モータ効率、
　DC/DCコンバータ効率測定

■バッテリの充放電測定
積算電力測定では、バッテリの充放電評価ができます。約2MS/sの高速サンプ
リングで捉えた瞬時データをプラス側、マイナス側それぞれと、そのトータル値
を積算し表示します。

有効電力、周波数、モータ出力を測定し、インバータ効率、モータ効率、およびバッ
テリからのDC/DC変換効率も含めたトータル効率を1台で測定できます。 
直流電力の電力確度を±0.15%に向上し、さらに高精度な測定を実現しています。

■NULL機能によるオフセット補正測定
インバータ・モータテストでの結線後、周辺環境の影響
などで測定開始前でも数値がゼロにならずにオフセット
値が乗ってしまうケースがあります。 従来の電力計*では
全入力の一括設定ON/OFFしかなく、オフセット調整を
すると、調整したくない入力も同時に調整されてしまい
ました。 
WT1800では、オフセット調整したい入力だけをON、
OFFできます。

■DA出力とリモート制御（/DAオプション）
電圧、電流、電力、効率データの通信データ取得と同時に、
データ変動を他の測定データ（温度など）とともに確認し
たいことがあります。DA出力機能を搭載すれば、最大
20chまでのアナログ信号を取り出すことができます。 
また、リモート制御信号を使えば、積算のスタート、ストッ
プ、リセットを外部のアナログ信号でコントロールできま
す。他の機器からのアナログトリガ信号を入力すること
で、積算を連動させることも可能です。

*当社従来機種　WT1600との比較

■1kHz基本波でも255次成分まで測定
　　 （/G5、/G6オプション）

基本波周波数が400Hzでは、最大500次の
高調波測定ができます。また、1kHzにおいて
も255次までの高調波測定ができます。高次
の高調波測定が必要な航空機の試験で要求
されている150kHzまでの高調波測定にも
対応しています。

WTViewerは、プレシジョンパワーアナライザWT1800
で測定した数値データをイーサネット通信、GP-IB通信、
またはUSBの各通信経由でPCに読み込み、数値表示・
保存ができるアプリケーションソフトウエアです。
2台間の同期測定で最大12電力を同時に測定できます。
また、最大4台までのWT1800のデータを収集できるの
で、最大24電力入力の変換効率や電力、電力損失を測定
できます。

■積算電力測定/高調波ひずみ率測定
消費電力量を把握するための長時間の積算電流（Ah）、積算電力（Wh）を測定で
きます。50/60Hzの交流信号だけでなく、直流給電の評価で不可欠な高精度の
直流測定が可能です。また、/AUXオプション入力で発熱などの監視にも対応で
きます。
さらに、DA出力機能（/DAオプション）を使えば、外部のレコーダ（スコープコー
ダなど）にアナログ出力して温度データなどとともに長時間監視ができます。

■WTViewerを使った多チャネル同期計測

注：形名と仕様コードが同じ2台を使用してください。

入力

直流信号を変調して任意の交流信号に変換

ドライブ回路
昇圧

コンバータ部

駆動モータ トルク/ 
回転センサ

負荷

1
2 3 4 5 M

バッテリ

高速に充放電を繰り返す信号例

有効
電力量
Wh+

有効
電力量
Wh－

充電

放電

充電電流量Ah（電力量Wh）、放電電流量Ah（電力量Wh）を
それぞれ積算できます。

＊ただし、メモリ媒体（USBストレージ）が必要

測定可能台数 FTPサーバ機能

GP-IB接続
イーサネット通信
USB通信

1～4台 ×
○
×

1～4台
1～4台

※他のアプリケーションの特長もご参照ください。

製
品
の
特
長

機
能
／
表
示

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

比
較
表

解
説

仕
様

概要概要

クラウドコンピューティングによる大規模なデータセンターが
新設される一方で省エネ化がますます重要となってきていま
す。 WT1800 は最大6電力入力を測定できるので、１台で最
大6台のサーバーの消費電流/電力を測定できます。GP-IB、
USB、イーサネット通信機能が標準装備されているので、通信
でのデータ収集による複数個所のデータ監視ができます。

NULLNULL

オフセット
個別調整
オフセット
個別調整

20ch出力20ch出力

リモート
制御で積算
リモート
制御で積算

バッテリ
充放電
バッテリ
充放電

0.5Hz～
高調波測定
0.5Hz～
高調波測定

150kHz
高調波
150kHz
高調波

基本波400Hz
最大500次
基本波400Hz
最大500次

基本波1kHz
最大255次
基本波1kHz
最大255次

12電力
計測
12電力
計測

2台
同期運転
2台

同期運転

WTシリーズでは、最速50msのデータ更新レートにより
高速データ収集ができますが、モータの電流あるいは電力
の過渡現象測定において、その更新レートでも現象を捉え
られないケースが増えてきました。高速データ収集（/HS
オプション）は、直流信号、あるいは三相信号のΣUrms、
ΣIrms、ΣPなどを、msオーダ毎にデータ収集ができます。
高速データ収集機能では、数値表示の不要なふらつきを
抑えるためにローパスフィルタ（HSフィルタ）を使用する
ことができ、カットオフ周波数の範囲内（1Hzから
1,000Hz）で設定することが可能です。

■msオーダーにて高速応答（/HSオプション）

ms応答ms応答

HSフィルタHSフィルタ

積算電流
積算電力
積算電流
積算電力

直流電力
±0.15%
直流電力
±0.15%

高調波
ひずみ率
高調波
ひずみ率

約2MS/s
高速サンプル
約2MS/s
高速サンプル

WT1805-50-M-HE/B5/G6/DT/DA/MTR　5電力入力、電流入力範囲 100uA-5.5A（AC/DC電流センサ出力を測定）、内蔵プリンタ、2系統高調波、デルタ演算、DA出力、モータ評価機能

WT1806-60-M-HE/G6/DA　6電力入力、電流入力範囲 100uA-5.5A（電流センサでの測
定）、２系統高調波、DA出力

WT1800の優位点

WT1800の優位点 WT1800の優位点

インバータ/
モータ 
効率測定

インバータ/
モータ 
効率測定

直流電力
交流電力
±0.15%

直流電力
交流電力
±0.15%

概要 WT1800 は最大6電力入力の測定ができるので、バッテリの充放電特性評価や、インバータの入出力間の効率評価試験ができます。
モータ評価機能（/MTRオプション）を使えば電圧、電流、電力変動の観測とともに回転速度、トルクの変化も同時に観測できます。

※詳細仕様は仕様のページでご確認ください。また、結線時に必要な電圧測定用ケーブルなどをご用意ください。　
製品の構成例*

※詳細仕様は仕様のページでご確認ください。
　また、結線時に必要な電圧測定用ケーブルなどをご用意ください。　

● 三相電流での測定データ例
　（赤点は5ms間隔のデータ測定例） 

● 数値計算ソフトを用いたグラフ表示の例 

製品の構成例*

WT1806-06-M-HE/EX6/G6/DA 　6電力入力、電流入力範囲 10mA-55A、またはクラン
プ測定（クランプ入力端子付）、 2系統高調波、DA出力
※外部入力端子（EX）を搭載することで、直接入力測定に加えて、クランプ測定にも対応できます。

※詳細仕様は仕様のページでご確認ください。
　また、結線時に必要な電圧測定用ケーブルなどをご用意ください。　製品の構成例*

アプリケーションアプリケーションアプリケーション アプリケーションアプリケーションアプリケーション ソフトウエアソフトウエアソフトウエアキーワードキーワードキーワード

HEV（ハイブリッド電気自動車）、EV（電気自動車）、PHEV（プラグインハイブリッド自動車）の
インバータモータにおける入出力効率測定
HEV（ハイブリッド電気自動車）、EV（電気自動車）、PHEV（プラグインハイブリッド自動車）の
インバータモータにおける入出力効率測定

航空機用機器の
高調波測定
航空機用機器の
高調波測定

グリーンITデータセンター・
サーバーの電力測定
グリーンITデータセンター・
サーバーの電力測定

航空機業界では高次の高調波測定が重要となっています。
WT1800では150kHzまでの高調波測定機能、および最大
500次までの高調波を測定できます。

■演算設定例
インバータ放電効率　ID1PΣA／ID1P1×100［%］、　コンバータ充電効率　ID2P1／ID2PΣA×100［%］
インバータ充電効率　ID1P1／ID1PΣA×100［%］、　モータ効率　ID1Pm／ID1PΣA×100［%］

インバータ、コンバータの効率演算を
最大20個設定できます。

より高速な事象も
データ収集可能
より高速な事象も
データ収集可能

WTViewerソフトウエア
760121
WTViewerソフトウエア
760121

三相Σ電流値データ

一相の電流波形
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比較表比較表比較表 比較表比較表比較表
製
品
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特
長

機
能
／
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示

ア
プ
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ー
シ
ョ
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ソ
フ
ト
ウ
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ア

比
較
表

解
説

仕
様

WT1600とWT1800の比較（変更点）WT1600とWT1800の比較（変更点） 電力計WTシリーズの比較電力計WTシリーズの比較

WTシリーズ特性比較WTシリーズ特性比較

■WTシリーズの確度と帯域比較

■WTシリーズの特性例

■WTシリーズ 仕様・機能の比較■従来機種との主な比較(変更点）

周波数・電力確度特性例 任意の力率時の電力総合誤差（ｆ＝50/60Hz）レンジ定格入力時

コモン・モード電圧による指示値への影響 ゼロ力率時の周波数・電力確度の特性例

電
力
基
本
確
度

0.2

0.1

0.05

電力測定帯域［Hz］
DC 10 100 1k 10k 100k 1M

インバータ（R＆D、検査）

家電、OA機器の消費電力測定
重電、電力、プロセスオートメーション関連のプラント設備のメンテナンス

産業電気機器（電源、モータ、エアコン他）
生産・検査ラインでの電力測定

［％］

0.5Hz  WT310/WT330　電力基本確度　0.2％ 100kHz
0.5Hz  WT500　電力基本確度　0.2％ 100kHz

0.1Hz WT3000　電力基本確度　0.06％ 1MHz

0.1Hz WT1800　電力基本確度　0.15％ 1MHz

WT1600WT1800 WT1800 WT3000 WT500 WT310/WT330

●はオプション一部の仕様、及び機能には制限があります。詳細につきましては各製品のカタログにてご確認ください。

入
力

測
定
項
目

表
示

測
定
機
能

そ
の
他

バッテリ

0.1% of reading+0.05% of range
0.05% of reading+0.1% of range
DC, 0.1Hz～1MHz
5MHz（設計値）
1, 2, 3, 4, 5, 6
1.5/3/6/10/15/30/60/100
/150/300/600/1000［V］

10m/20m/50m/100m/200m
/500m/1/2/5［A］または、
1/2/5/10/20/50［A］から選択

50m/100m/250m/500m/1/2.5/5
/10［V］（オプション）

1%～110%

電圧、電流、有効電力、無効電力、皮相電力、
力率、周波数、位相角、ピーク電圧、ピーク電流、
クレストファクタ、積算電流量、積算電力量
最大300
 ○
 ○
 ○（ユーザー定義ファンクション）
 ○
 ○
 ○
3チャネル（/FQオプション搭載時は最大12チャネル）
 ○
 ●トルク、A相、B相、Z相入力（/MTR）
 6入力＋モータ評価
 ●（2入力）
 ×
 ○（20個）
 8.4型XGA TFTカラー液晶
 ○（数値、波形、トレンド表示）
 ●（バーグラフ、ベクトル表示）
 約2MS/s
 ●（/G5）
 ●（/G6）
 ×
 ×
 ×
 ●（/DT）

 ●20チャネル（/DA）

 約32MB

○GP-IB、○USB、○イーサネット
●RGB出力（/V1）

 ○
 50m/100m/200m/500m/1/2/5
 /10/20［S］
 ○USB
 ●内蔵プリンタ（前面）（/B5）

0.02% of reading+0.04% of range
0.05% of reading+0.1% of range
DC, 0.1Hz～1MHz
1MHz
1, 2, 3, 4
15/30/60/100/150/300
/600/1000［V］

5m/10m/20m/50m/0.1/0.2/0.5
/1/2［A］ または、
0.5/1/2/5/10/20/30［A］

50m/100m/200m/500m/1/2/5
/10［V］

1%～130%

電圧、電流、有効電力、無効電力、皮相電力、
力率、周波数、位相角、ピーク電圧、ピーク電流、
クレストファクタ、積算電流量、積算電力量
最大300
 ○
 ○
 ○（ユーザー定義ファンクション）
 ○
 ○
 ○
2チャネル（/FQオプション搭載時は最大8チャネル）
 ○
 ●トルク、回転速度入力（/MTR）
 4入力＋モータ評価
 ×
 ●（/G6）
 ○（20個）
 8.4型VGA TFTカラー液晶
 ○（数値、波形、トレンド表示）
 ●（バーグラフ、ベクトル表示）
 約200kS/s
 ●（/G6）
 ×
 ●（10波/12波、16波）（/G6）
 ●（/FL）
 ●（/CC）
 ●（/DT）

 ●20チャネル（/DA）

 約30MB

○GP-IB、 ●RS-232（/C2）、
●VGA出力（/V1）、●イーサネット（/C7）、
●USB（/C12）
 ○
 50m/100m/250m/500m/1/2/5
 /10/20［S］
 ○PCカードインタフェース、●USB（/C5）
 ●内蔵プリンタ（前面）（/B5）

0.1% of reading+0.1% of range
0.1% of reading+0.1% of range
DC, 0.5Hz～100kHz
100kHz
1, 2, 3
15/30/60/100/150/300
/600/1000［V］

500m/1/2/5/10/20/40［A］
 

50m/100m/200m/500m/1/2/5
/10「V］（オプション）

1%～110%

電圧、電流、有効電力、無効電力、皮相電力、
力率、周波数、位相角、ピーク電圧、ピーク電流、
クレストファクタ、積算電流量、積算電力量
最大300
 ○
 ○
 ○（ユーザー定義ファンクション）
 ○
 ○
 ○
2チャネル（/FQオプション搭載時は最大6チャネル）
 ○

 ×

 ×
 ×
 ○（8個）
 5.7型VGA TFTカラー液晶
 ○（数値、波形、トレンド表示）
 ●（バーグラフ、ベクトル表示）
 約100kS/s
 ●（/G5）
 ×
 ×
 ×
 ×
 ●（/DT）

 ×

 約20MB

○USB、●GP-IB（/C1）、●イーサネット（/C7）、
●VGA出力（/V1）

 ○
 

100m/200m/500m/1/2/5［S］ 
 ○USB
 ×

0.1% of reading+0.1% of range
0.1% of reading+0.2% of range
DC, 0.5Hz～100kHz
100kHz
1（WT310/WT320HC）、2（WT332）、3（WT333）

15/30/60/100/150/300/600［V］  

5m/10m/20m/50m/0.1/0.2/0.5/1/2/5
/10/20［A］（WT310）
0.5/1/2/5/10/20［A］（WT332/WT333）
1/2/5/10/20/40［A］（WT310HC）

50m/0.1/0.2/0.5/1/2「V］または、
2.5V/5/10「V］から選択（オプション）

1%～130%

電圧、電流、有効電力、無効電力、皮相電力、
力率、周波数、位相角、ピーク電圧、ピーク電流、
クレストファクタ、積算電流量、積算電力量
最大300
 ○
 ○
 ○
 ○
 ×
 ×
2チャネル
 ○（WT332/WT333）

 ×

 ×
 ×
 ×
 7セグメント表示

 数値（4種）

 約100kS/s
 ●（/G5）
 ×
 ×
 ×
 ×
 ×
●4チャネル（/DA4、WT310/WT310HC）
●12チャネル（/DA12、WT332/WT333）
最大9000サンプル（WT310/WT310HC）
最大4000サンプル（WT332）
最大3000サンプル（WT333）
●イーサネット（/C7）、
○USB、およびGP-IB（-C1）
もしくはRS-232（-C2）
 ×
 

100m/250m/500m/1/2/5［S］

 ×
 ×

電力基本確度（50/60Hz）
直流電力確度
電力測定帯域
電圧・電流測定帯域
入力エレメント数

電圧レンジ

電流レンジ（直接入力） 

電流レンジ
（外部センサ入力）
電圧電流レンジの
確度保証範囲

主な測定項目

クレストファクタ
MAXホールド
電圧RMS/MEAN同時測定
平均有効電力
積算有効電力量（WP）（Wh）
積算皮相電力量（WS）（VAｈ）
積算無効電力量（WQ）（varｈ）
周波数
効率演算

モータ評価

外部信号入力
FFTスペクトラム解析
ユーザー定義ファンクション
ディスプレイ

表示フォーマット

サンプリング速度
高調波測定
2系統同時高調波測定
IEC規格対応高調波測定
IEC規格対応フリッカ測定
サイクルバイサイクル測定
デルタ演算機能

DA出力

ストア機能
（データストア用内部メモリ）

インタフェース

同期測定

データ更新レート

外部メディアの対応
プリンタ

電圧入力端子
電流入力端子
外部電流センサ入力端子
直流電力確度
電力基本確度
測定帯域
電圧/電流周波数帯域（－3dB, typical）
サンプリング速度
結線方式の設定
使用するレンジの選択
確度保証範囲
ディスプレイ表示（解像度）
データ更新レート（選択）

ラインフィルタ機能

周波数フィルタ機能
高調波測定
高調波モード

高調波の基本波周波数

高調波測定の最大次数

高調波の測定系統

積算量
積算モード
デルタ演算機能
オートプリント機能
画面プリント機能
プリンタ用紙幅/長さ
クレストファクタ
アベレージ（移動平均）
ストア機能
ストア項目
ファイルイメージ
周波数測定
回転速度入力
外部信号入力
SCSIインタフェース
内蔵ハードディスク
DA出力チャネル数
DA出力分解能
データ保存
通信コマンド互換性
GP-IB通信
イーサネット通信
イーサネット通信プロトコル
USB通信
RS232通信

プラグイン端子（安全端子）
大型バインディングポスト
絶縁タイプBNCコネクタ（標準）
＋/－0.30%
＋/－0.15%
DC, 0.5Hz～1MHz
定義なし
約200kS/s
固定の結線方式から選択
無し
レンジ定格値の1%～110%
6.4型（640×480）
50m/100m/200m/500m/1/2/5秒

OFF, 500Hz, 5.5kHz, 50kHz

OFF,ONから選択
標準
通常/高調波モードの切り替え
1～10Hz（外部サンプリングクロック使用）
10Hz～440Hz（内部サンプリング）
最大100次

1系統のみ

電力量、電流量
充放電モード
標準
無し
内蔵プリンタ、ネットワークプリンタ
80mm / 10m
最小有効入力に対して300
平均個数を8，16，32, 64回から選択
ストア/リコール
数値、波形
TIFF，BMP，Post Script，PNG，JPEG
最大3個（標準）
1入力（/MTR）
無し
搭載（/C7）
搭載（10GB, /C10）
30ch（/DAオプション）
12ビット
約11MB（内部）、FDD、HDD
---
RS-232との選択（標準）
HDD,SCSIとともにオプション
横河専用
無し
GP-IBとの選択（標準）

プラグイン端子（安全端子）
大型バインディングポスト
絶縁タイプBNCコネクタ（オプション）
＋/－0.15%
＋/－0.15%
DC, 0.1Hz～1MHz
5MHz （typical）
約2MS/s
結線方式と使用エレメントを選択可能
搭載
レンジ定格値の1%～110%
8.4型（1024×768）
50m/100m/200m/500m/1/2/5/10/20秒
OFF, ディジタルフィルタ 100Hz－100kHz（100Hz刻み）
アナログフィルタ 300kHz, 1MHz
OFF,100Hz,1kHzから選択
/G5または/G6オプション
通常/高調波同時測定
0.5～2600Hz（内部サンプリング）
（外部サンプリングクロック機能無し）
最大500次
１系統（/G5オプション）または2系統同時解析
（/G6オプション）から選択
電力量、電流量、皮相電力量、無効電力量
充放電/売買電モードから選択
/DTオプション
搭載
内蔵プリンタ
80mm / 10m
最小有効入力に対して300
平均個数を2～64回から選択
ストア
数値
BMP, JPEG, PNG
3個（標準）、最大12個（/FQオプション）
A相、B相、Z相入力（/MTRオプション）
搭載（/AUXオプション）
無し
無し
20ch（/DAオプション）
16ビット
USBメモリに最大1GB（ファイルサイズ）まで直接保存可能
90%程度のコマンド互換
標準
標準（HDD、SCSIは無し）
VXI11
USB-TMC
無し

※一部の仕様、及び機能には制限があります。詳細につき
ましては仕様にてご確認ください。
※両モデルのコマンド比較表につきましては、製品の弊社
ホームページにて順次公開予定です。
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交流信号は瞬時的に見ると繰り返しで変動する波形です。交流信号の電力値を測定
するには、繰り返される周期で平均化演算することが必要です。WT1800は、約
2MS/sで測定した瞬時データを周期で平均化処理（ASSP方式）して測定値を求
めています。

＜ASSP方式＞
データ更新周期内のサンプリングデータに対して、同期ソース検出期間単純平均方
式（ASSP方式：Average for the Synchronous Source Period）にて演算処
理して測定値を算出します（ただし、電力積算値WP、DCモード時の電流積算値qは
除きます）。この方式では、同期ソースに設定した入力信号の周期を周波数測定回
路を使って検出し、入力周期の整数倍の区間のサンプリングデータを使って演算し
ます。ASSP方式は原理的に１周期の区間の平均化演算だけで測定値が得られる
ので、データ測定周期が短い場合や低周波信号の測定ができます。この方式では設
定されている同期ソース信号の周期を正確に検出できていないと、正しい測定値に
なりません。したがって、同期ソース信号の周波数を正しく測定、表示できているか
確認する必要があります。

＜同期ソースの設定＞ 
上記のような信号では、同期ソースを高調波成分の少ない電流信号側に設定しま
す。電流波形に高周波成分(ノイズ）が重畳している場合にも、ゼロクロスを安定して
検出するために周波数フィルタをONすることでより安定した測定ができます。
周波数測定結果が正確でより安定していれば、フィルタの設定は妥当性があると判
断できます。このように、周波数フィルタは同期ソースのゼロクロス検出のための
フィルタとしても機能します。そのため、周波数フィルタは同期ソースフィルタ、また
はゼロクロスフィルタと呼ばれることがあります。

波高値
実効値

クレストファクタ（CF,波高率）＝

｛測定レンジ×CF設定値（3または6）｝
測定値（実効値）

クレストファクタ（CF）＝

〈クレストファクタ〉波形の波高値（ピーク値）と実効値の比で定義され、波高率とも呼ばれます。

クレストファクタ（波高率）6に対応
国際規格 IEC 62018 をはじめとする多くの規格で、
情報機器などに要求されているクレストファクタ5以上での測定が容易にできます。

弊社電力測定器で測定可能なクレストファクタを検討する場合は下記の式にて検討ください。

波高値

実効値

※電力計の仕様におけるクレストファクタとは、定格入力時に何倍までの波高値まで入力
できるかで規定されます。したがって、測定信号のクレストファクタが機器の仕様（定格
入力でのクレストファクタ規定値）より大きい測定信号であっても、測定信号に対して、よ
り大きい測定レンジを設定することで仕様以上のクレストファクタを持つ信号の測定が

可能です。例えば、CF＝3の設定でも、測定値（実効値）が測定レンジの60%以下の場合、
CF5以上の測定が可能です。また、CF＝3の設定では、最小有効入力（測定レンジの1%）
の場合、CF＝300の測定が可能です。

※ただし、測定信号のピーク値が、最大許容入力
　以下であること

電力には有効電力、無効電力、皮相電力があります。
一般的には以下の式が成立します。
有効電力P＝UIcosφ̶̶̶̶̶̶①
無効電力Q＝UIsinφ̶̶̶̶̶̶②
皮相電力S＝UI̶̶̶̶̶̶̶̶̶③
また、これらの電力値の関係は、
（皮相電力S）2＝（有効電力P）2＋（無効電力Q）2̶̶̶̶④
U ： 電圧実効値　I ： 電流実効値　φ ： 電圧電流間位相
となります。三相電力は各相の電力の和になります。

これら定義式は正弦波のときにのみ成立します。近年の測定対象では測定対象が
ひずんでいることが多く正弦波信号の測定は少なくなっています。ひずみ波測定で
は上記のどの定義式を選択するかによって皮相電力および無効電力の測定値は異
なります。一方、ひずみ波における電力の定義式は正式には決まっていないため、一
概にどの演算式が正しいとは言えません。そのため、WT1800では三相4線結線
時の皮相電力および無効電力の演算式を3つ用意しました。

●TYPE1（従来のWTシリーズの通常モードでの方式）
各相の皮相電力を演算式③、各相の無効電力を演算式④から算出し、
その結果を加算して電力を算出する方式
有効電力 
皮相電力
無効電力

●TYPE2　
各相の皮相電力を演算式③から求め、その結果を加算して三相皮相電力を算出。
（TYPE１と同じ）
三相無効電力は三相皮相電力、三相有効電力から演算式④を使って算出する方式。
有効電力
皮相電力
無効電力

●TYPE3（従来の高調波測定モードでの方式、/G5または/G6オプションが必要）
このタイプのみ各相の無効電力を演算式②を使って直接演算します。
三相皮相電力は演算式④から算出する方式。
有効電力
皮相電力
無効電力

皮相電力、無効電力の演算式の選択

電圧・電流の演算方法と同期ソースの設定方法

PΣ＝P1＋P2＋P3
SΣ＝S1＋S2＋S3（＝U1×I1＋U2×I2＋U3×I3）
QΣ＝ SΣ2－PΣ2

SΣ＝ PΣ2＋QΣ2
PΣ＝P1＋P2＋P3

QΣ＝Q1＋Q2＋Q3

PΣ＝P1＋P2＋P3
SΣ＝S1＋S2＋S3（＝U1×I1＋U2×I2＋U3×I3）
QΣ＝Q1＋Q2＋Q3
（＝ ）（U1×I1）2－P12＋ （U2×I2）2－P22＋ （U3×I3）2－P32

電圧波形

電流波形

解説解説解説 仕様仕様仕様

単相3線
（U1＋U2）/2
（I1＋I2）/2
P1＋P2
S1＋S2

Q1＋Q2

Q1＋Q2
Pc1＋Pc2
WP1＋WP2
WPTYPEがCHARGE（充電）/DISCHARGE（放電）のとき
WP＋1＋WP＋2
WPTYPEがSOLD（売電）/BOUGHT（買電）のとき
データ更新毎の有効電力WPΣの値が正のときのみを加算。
WPTYPEがCHARGE（充電）/DISCHARGE（放電）のとき
WP－1＋WP－2
WPTYPEがSOLD（売電）/BOUGHT（買電）のとき
データ更新毎の有効電力WPΣの値が負のときのみを加算。
q1＋q2
q＋1＋q＋2
q－1＋q－2

電圧 UΣ ［V］
電流 IΣ ［A］
有効電力 PΣ ［W］
皮相電力 SΣ ［VA］

無効電力 QΣ ［var］

Corrected Power PcΣ ［W］
積算電力量 WPΣ ［Wh］
積算電力量（正）WP＋Σ［Wh］

積算電力量（負） WP－Σ［Wh］

積算電流量 qΣ ［Ah］
積算電流量（正）q＋Σ ［Ah］
積算電流量（負）q－Σ ［Ah］
無効電力量WQΣ ［varh］

皮相電力量WSΣ ［VAh］

力率λΣ

位相差 ΦΣ ［°］

三相3線測定ファンクション 三相3線（3電圧3電流測定）
（U1＋U2＋U3）/3
（I1＋I2＋I3）/3

三相4線

√

PΣ2＋QΣ2

SΣ2－PΣ2

TYPE1
TYPE2
TYPE3

TYPE1

TYPE2

TYPE3

P1＋P2＋P3

S1＋S2＋S3

Q1＋Q2＋Q3

Q1＋Q2＋Q3
Pc1＋Pc2＋Pc3
WP1＋WP2＋WP3

WP＋1＋WP＋2＋WP＋3

WP－1＋WP－2＋WP－3

q1＋q2＋q3
q＋1＋q＋2＋q＋3
q－1＋q－2＋q－3

N
1 N

n＝1
│QΣ（n）│×Time

N
1

SΣ
PΣ

SΣ
PΣ

N

n＝1
SΣ（n）×Time

cos－1（　　）

3
2

√3
3（S1＋S2） （S1＋S2＋S3）

注1）本機器の皮相電力（S）、無効電力（Q）、力率（λ）、位相角（φ）は、電圧、電流、有効電力測定値から演算で求めています
　　（ただし、無効電力については、TYPE3を選択すると直接サンプルデータから算出されます）。したがって、ひずみ波入力の場
　　合、測定原理の異なる他の測定器と差が生じる場合があります。
注2）QΣの演算において各相のQ値は、電圧入力に対して電流入力が進相の場合は負符号（－）、遅相入力の場合は正符号
　　（＋）として演算するので、QΣの値は（－）になる場合があります。

QΣ（n）はn番目の無効電力のΣファンク
ション、Nはデータ更新回数、
Timeの単位はh。

SΣ（n）はn番目の皮相電力のΣファンク
ション、Nはデータ更新回数、
Timeの単位はh。

Σ

Σ
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入力部

項目 仕様
入力端子形状 電圧

　プラグイン端子（安全端子）
電流
　・直接入力：大型バインディングポスト
　・外部電流センサ入力：絶縁タイプ BNC コネクタ

入力形式 電圧
　フローティング入力、抵抗分圧方式
電流
　フローティング入力、シャント入力方式

測定レンジ 電圧
　1.5/3/6/10/15/30/60/100/150/300/600/1000V（クレストファクタ 3）
　0.75/1.5/3/5/7.5/15/30/50/75/150/300/500V（クレストファクタ 6）
電流
　・直接入力：
　　50A 入力エレメント
　　　1/2/5/10/20/50A（クレストファクタ 3）
　　　500m/1/2.5/5/10/25A（クレストファクタ 6）
　　5A 入力エレメント
　　　10m/20m/50m/100m/200m/500m/1/2/5A（クレストファクタ 3）
　　　5m/10m/25m/50m/100m/250m/500m/1/2.5A（クレストファクタ 6）
　・外部電流センサ入力：
　　　50m/100m/200m/500m/1/2/5/10V（クレストファクタ 3）
　　　25m/50m/100m/250m/500m/1/2.5/5V（クレストファクタ 6）

計器損失 電圧：入力抵抗　約 2M Ω、入力容量　約 10pF
電流：直接入力　50A 入力エレメント　約 2m Ω + 約 0.07μ H
　　　　　　　　5A 入力エレメント　約 100m Ω + 約 0.07μ H
　　　外部電流センサ入力　約 1M Ω

瞬時最大許容入力
（20ms 間以下）

電圧
　ピーク値が 4kV または実効値が 2kV の低い方
電流
　・直接入力（50A 入力エレメント）：ピーク値が 450A または実効値が 300A のど
　　ちらか低い方
　・直接入力（5A 入力エレメント）：ピーク値が 30A または実効値が 15A のどちら
　　か低い方
　・外部電流センサ入力：ピーク値がレンジの 10 倍以下

瞬時最大許容入力
（1 秒間以下）

電圧
　ピーク値が 3kV または実効値が 1.5kV の低い方
電流
　・直接入力（50A 入力エレメント）：ピーク値が 150A または実効値が 55A のどち
　　らか低い方
　・直接入力（5A 入力エレメント）：ピーク値が 10A または実効値が 7A のどちらか
　　低い方
　・外部電流センサ入力：ピーク値がレンジの 10 倍以下

連続最大許容入力 電圧
　ピーク値が 2kV または実効値が 1.1kV の低い方
　入力電圧の周波数が 100kHzを超える場合、（1200-f）Vrms 以下
　f は入力電圧の周波数で単位は kHz
電流
　・直接入力（50A 入力エレメント）：ピーク値が 150A または実効値が 55A のどち
　　らか低い方
　・直接入力（5A 入力エレメント）：ピーク値が 10A または実効値が 7A のどちらか
　　低い方
　・外部電流センサ入力：ピーク値がレンジの 5 倍以下

連続最大同相電圧
（50/60Hz）

電圧入力端子：1000Vrms
電流入力端子（/EX オプション付き）
　　　　　　：1000Vrms（測定可能な最大許容電圧）
　　　　　　：600Vrms（EN61010-2-030 規格の定格電圧）
電流入力端子（/EX オプション無し）
　　　　　　：1000Vrms
電流外部センサ入力端子：600Vrms
電流外部センサ入力 BNC コネクタ内部には、触れないでください。

対地間定格電圧 電圧入力端子：1000V
電流入力端子（/EX オプション付き）
　　　　　　：1000V（測定可能な最大許容電圧）
　　　　　　：600V（EN61010-2-030 規格の定格電圧）
電流入力端子（/EX オプション無し）
　　　　　　：1000V
電流外部センサ入力端子：600V
電流外部センサ入力 BNC コネクタ内部には、触れないでください。

同相電圧の影響 電圧入力端子間は短絡、電流入力端子間は開放、外部電流センサ入力端子間は短
絡の状態で、入力端子−ケース間 1000Vrmsを印加。
・50/60Hz：± 0.01% of range 以下
・100kHzまでの参考値：± {（最大レンジ定格）/（レンジ定格）× 0.001 × f % of range } 以
　下。外部電流センサ入力は、上記に最大レンジ定格 / レンジ定格× {0.0125×log
　（ f×1000）− 0.021 }％ of range を加算。ただし、0.01%以上　また f の単位は kHz
　演算式中の最大レンジ定格は、1000V または 50A または 5A または 10V

ラインフィルタ OFF、100Hz-100kHz（100Hz 刻み）、300kHz、1MHz から選択
周波数フィルタ OFF、100Hz、1kHz から選択
A/D 変換器 電圧、電流入力同時変換。

分解能：16 ビット。
変換速度（サンプリング周期）：約 500ns。高調波表示では高調波測定の項目を参照。

レンジ切り替え 入力エレメントごとに設定可能
オートレンジ機能 レンジアップ

　・Urms、Irms の測定値がレンジの 110%を超えたとき
　・入力信号のピーク値がレンジの約 330%
　　（クレストファクタ 6 のときは、約 660%）を超えたとき。
レンジダウン
　次の条件をすべて満たした場合、レンジダウンを実行します。
　・Urms、Irms の測定値がレンジの 30%以下
　・Urms、Irmsの測定値が下位レンジ（レンジダウンしようとするレンジ）の 105%以下
　・Upk、Ipk の測定値が下位レンジの 300%以下
　　（クレストファクタ 6 のときは、600%以下）

表示部

項目 仕様
ディスプレイ 8.4 型カラー TFT 液晶ディスプレイ
全表示画素数 * 1024（水平）× 768（垂直）ドット
表示更新周期 データ更新レートと同じ。ただし、

1 ）データ更新レートが 50ms、100ms、200ms のときで、数値表示のみのとき、
　　表示更新は 200ms ～ 500ms（表示項目数により変わります）となります。
2 ）データ更新レートが 50ms、100ms、200ms、500ms のときで、数値表示以外の
　　表示項目（Custom 画面を含む）が表示されるとき、表示更新は 1s となります。

* 液晶表示部には、全表示画素数に対して 0.002%程度の欠陥が含まれる場合があります。

表示項目

演算項目

数値表示
入力エレメントごとに求められる測定ファンクション
項目 記号と意味
電圧（V） Urms：真の実効値、Umn：平均値整流実効値校正、Udc：単純平均、Urmn：平均

値整流、Uac：交流成分
電流（A） Irms：真の実効値、Imn：平均値整流実効値校正、Idc：単純平均、Irmn：平均値整流、

Iac：交流成分
有効電力（W） P
皮相電力（VA） S
無効電力（var） Q
力率 λ
位相差（°） Φ
周波数（Hz） fU（FreqU）：電圧の周波数、fI（FreqI）：電流の周波数

装備されているすべてのエレメントの fU、fI からの 3 つを同時に測定できます。
周波数測定追加オプション付きの場合は、すべてのエレメントの fU、fI をすべてを同
時に測定できます。
選択されていない信号の表示は、データなし表示「--------」になります。

電圧の最大値と
最小値 （V）

U+pk：電圧の最大値、U-pk：電圧の最小値

電流の最大値と
最小値 （A）

I+pk：電流の最大値、I-pk：電流の最小値

電力の最大値と
最小値 （W）

P+pk：電力の最大値、P-pk：電力の最小値

クレストファクタ
（波高率）

CfU：電圧のクレストファクタ、CfI：電流のクレストファクタ 

Corrected Power
（W） 

Pc
適用規格
IEC76-1（1976）、IEC76-1（1993）

積算 Time：積算時間
WP：正負両方向の電力量の和
WP+：正方向の P の和（消費した電力量）
WP-：負方向の P の和（電源側に戻した電力量）
q：正負両方向の電流量の和
q+：正方向の I の和（電流量）
q-：負方向の I の和（電流量）
WS：皮相電力量
WQ：無効電力量
ただし、電流量は電流モードの設定により Irms、Imn、Idc、Iac、Irmn のうちどれか 
1つを選択して積算。

結線ユニット（ΣA、ΣB、ΣC）ごとに求められる測定ファンクション（Σファンクション）
項目 記号と意味
電圧（V） UrmsΣ：真の実効値、UmnΣ：平均値整流実効値校正、UdcΣ：単純平均、Urmn

Σ：平均値整流、UacΣ：交流成分
電流（A） IrmsΣ：真の実効値、ImnΣ：平均値整流実効値校正、IdcΣ：単純平均、IrmnΣ：

平均値整流、IacΣ：交流成分
有効電力（W） PΣ
皮相電力（VA） SΣ
無効電力（var） QΣ
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力率 λΣ
位相差（°） ΦΣ 
Corrected Power

（W）
PcΣ
適用規格：IEC76-1（1976）、IEC76-1（1993）

積算 WPΣ：正負両方向の電力量の和 、WP+Σ：正方向の P の和（消費した電力量） 、
WP-Σ：負方向の P の和（電源側に戻した電力量） 、qΣ：正負両方向の電流量の
和 、q+Σ：正方向の I の和（電流量）、q-Σ：負方向の I の和（電流量）、WSΣ：S
Σの積算、WQΣ：QΣの積算

高調波測定（オプション）
入力エレメントごとに求められる測定ファンクション
項目 記号と意味
電圧（V） U（k）：次数 k *1 の高調波電圧の実効値　U：電圧の実効値（Total 値*2 ）
電流（A） I（k）：次数 k の高調波電流の実効値　I：電流の実効値（Total 値*2 ）
有効電力（W） P（k）：次数 k の高調波の有効電力　P：有効電力（Total 値*2 ）
皮相電力（VA） S（k）：次数 k の高調波の皮相電力　S：全体の皮相電力（Total 値*2 ）
無効電力（var） Q（k）：次数 k の高調波の無効電力　Q：全体の無効電力（Total 値*2 ）
力率 λ（k）：次数 k の高調波の力率　λ：全体の力率（Total 値*2 ）
位相差（°） Φ（k）：次数 k の高調波電圧と高調波電流の位相差、 Φ：全体の位相差 

Φ U（k）：基本波 U（1）に対する各高調波電圧 U（k）の位相差 
Φ I（k）：基本波 I（1）に対する各高調波電流 I（k）の位相差

負荷回路の
インピーダンス（Ω）

Z（k）：次数 k の高調波に対する負荷回路のインピーダンス

負荷回路の抵抗と
リアクタンス（Ω）

Rs（k）：抵抗 R とインダクタンス L およびコンデンサ C が直列に接続されている場
　　　　合の、次数 k の高調波に対する負荷回路の抵抗
Xs（k）：抵抗 R とインダクタンス L およびコンデンサ C が直列に接続されている場
　　　　合の、次数 k の高調波に対する負荷回路のリアクタンス
Rp（k）：R と L および C が並列に接続されている場合の、次数 k の高調波に対する
　　　　負荷回路の抵抗
Xp（k）：R と L および C が並列に接続されている場合の、次数 k の高調波に対する
　　　　負荷回路のリアクタンス

高調波含有率 ［%］ Uhdf（k）：U（1）または U に対する高調波電圧 U（k）の割合
Ihdf（k）：I（1）または I に対する高調波電流 I（k）の割合
Phdf（k）：P（1）または P に対する高調波の有効電力 P（k）の割合

全高調波ひずみ ［%］Uthd：U（1）または U に対する全高調波*3 電圧 の割合
Ithd：I（1）または I に対する全高調波*3 電流の割合
Pthd：P（1）または P に対する全高調波*3 の有効電力の割合

Telephone
 harmonic factor

（適用規格
IEC34-1（1996））

Uthf：電圧の telephone harmonic factor、Ithf：電流の telephone harmonic factor 

Telephone
 influence factor

（適用規格 
IEEE Std 100

（1996））

Utif：電圧の telephone influence factor、Itif：電流の telephone influence factor 

Harmonic voltage
factor *4 

hvf：harmonic voltage factor 

Harmonic current 
factor *4 

hcf：harmonic current factor 

K-factor 電流の各次数の自乗和に対する、高調波成分に重み付けをした自乗和の比 
*1 次数 k は、0 ～測定次数上限値までの整数です。0次は直流成分（dc）です。測定次数上限値は、PLL ソー
　 スの周波数によって最大 500次までの範囲で自動的に決まります。 
*2 Total 値は、基本波（1次）と全高調波成分（2次～測定次数上限値まで）。また、さらに直流成分（dc）を式
　 に加えることもできます。 
*3 全高調波は、全高調波成分（2次～測定次数上限値まで）。
*4 規格等の定義によって演算式が異なる場合があります。詳細は規格書にてご確認ください。

入力エレメント間の電圧と電流の基本波の位相差を示す測定ファンクション
結線ユニットに割り当てられた入力エレメントのうち、最も小さい番号のエレメントの基本波 U（1）に対する
他のエレメントの基本波 U（1）または I（1）の位相差を表す測定ファンクションです。下表に、エレメント1、
2 および 3 を組み合わせた結線ユニットの場合の測定ファンクションを示します。
項目 記号と意味
位相角 U1-U2（°） Φ U1-U2：エレメント 1の電圧の基本波（U1（1））に対するエレメント 2 の電圧の

基本波（U2（1））の位相角
位相角 U1-U3（°） Φ U1-U3：U1（1）に対するエレメント 3 の電圧の基本波（U3（1））の位相角
位相角 U1-I1（°） Φ U1-I1：U1（1）に対するエレメント 1の電流の基本波（I1（1））の位相角
位相角 U2-I2（°） Φ U2-I2：U2（1）に対するエレメント 2 の電流の基本波（I2（1））の位相角
位相角 U3-I3（°） Φ U3-I3：U3（1）に対するエレメント 3 の電流の基本波（I3（1））の位相角
EaU1～ EaU6（°）、
EaI1～ EaI6（°）

モータ評価機能（オプション）の Z 端子入力の立ち上がりを基準とする U1～ I6 の
基本波の位相角 Φに対し、Φ× 2/N。N はモータ評価機能の極数の設定値

結線ユニット（ΣA、ΣB、ΣC）ごとに求められる測定ファンクション（Σファンクション）
項目 記号と意味
電圧（V） UΣ（1）：次数 1の高調波電圧の実効値　UΣ：電圧の実効値（Total 値*1 ）
電流（A） IΣ（1）：次数 1の高調波電流の実効値　IΣ：電流の実効値（Total 値*1 ）
有効電力（W） PΣ（1）：次数 1の高調波の有効電力　PΣ：有効電力（Total 値*1 ）
皮相電力（VA） SΣ（1）：次数 1の高調波の皮相電力　SΣ：全体の皮相電力（Total 値*1 ）
無効電力（var） QΣ（1）：次数 1の高調波の無効電力　QΣ：全体の無効電力（Total 値*1 ）
力率 λΣ（1）：次数 1の高調波の力率　λΣ：全体の力率（Total 値*1 ）
*1 Total 値は、基本波 （1次）と全高調波成分（2次～測定次数上限値まで）。また、さらに直流成分（dc）を式
　 に加えることもできます。

デルタ演算（オプション）
項目 デルタ演算の設定 記号と意味
電圧（V） difference ΔU1：演算で求められる u1と u2 の差動電圧 

3P3W->3V3A ΔU1：三相 3 線結線時に演算で求められる測定していない線間電圧 
DELTA->STAR ΔU1、ΔU2、ΔU3：三相 3線（3V3A）結線時に演算で求められる

相電圧 
ΔUΣ=（ΔU1 +ΔU2 +ΔU3）/3 

STAR->DELTA ΔU1、ΔU2、ΔU3：三相 4 線結線時に演算で求められる線間電圧 
ΔUΣ=（ΔU1 +ΔU2 +ΔU3）/3

電流（A） difference Δ I：演算で求められる i1と i2 の差動電流 
3P3W->3V3A Δ I：測定していない相電流 
DELTA->STAR Δ I：中性線の線電流 
STAR->DELTA Δ I：中性線の線電流

電力（W） difference ‐‐‐ 
3P3W->3V3A ‐‐‐ 
DELTA->STAR ΔP1、ΔP2、ΔP3：三相 3線（3V3A）結線時に演算で求められる相電力 

Δ PΣ=Δ P1 +Δ P2 +Δ P3 
STAR->DELTA ‐‐‐

波形 /トレンド
項目 仕様
波形表示 エレメント 1から 6 までの電圧、電流、トルク、スピード、AUX1、AUX2 の波形を表示
トレンド表示 測定ファンクションの数値データのトレンド（推移）を折れ線グラフで表示

測定チャネル数：最大 16 項目

バーグラフ / ベクトル（オプション）
項目 仕様
バーグラフ表示 各高調波の大きさをバーグラフ表示
ベクトル表示 電圧、電流の基本波の位相差をベクトル表示

確度

電圧と電流
項目 仕様
確度（6 ヶ月確度） 条件

温度：23 ± 5℃。湿度：30 ～ 75% RH。入力波形：正弦波。 λ（力率）：1。
同相電圧：0V。クレストファクタ：3。ラインフィルタ：OFF。周波数フィルタ：
1kHz 以下 ON にて。ウォームアップ時間経過後。結線状態で、ゼロレベル補正
または測定レンジ変更後。確度演算式中の f の単位は kHz。
1 年確度は 6 ヶ月確度の読み値誤差を 1.5 倍する。

電圧
周波数 確度

±（読み値誤差 + 測定レンジ誤差）
DC ±（0.05% of reading + 0.1% of range）
0.1Hz ≦ f ＜ 10Hz ±（0.1% of reading + 0.2% of range）
10Hz ≦ f ＜ 45Hz ±（0.1% of reading + 0.1% of range）
45Hz ≦ f ≦ 66Hz ±（0.1% of reading + 0.05% of range）
66Hz ＜ f ≦ 1kHz ±（0.1% of reading + 0.1% of range）
1kHz ＜ f ≦ 50kHz ±（0.3% of reading + 0.1% of range）
50kHz ＜ f ≦ 100kHz ±（0.6% of reading + 0.2% of range）
100kHz ＜ f ≦ 500kHz ± {（0.006 × f ）% of reading + 0.5% of range}
500kHz ＜ f ≦ 1MHz ± {（0.022 × f – 8）% of reading + 1% of range}
周波数帯域 5MHz（–3dB、Typical）

電流
周波数 確度

±（読み値誤差 + 測定レンジ誤差）
DC ±（0.05% of reading + 0.1% of range）
0.1Hz ≦ f ＜ 10Hz ±（0.1% of reading + 0.2% of range）
10Hz ≦ f ＜ 45Hz ±（0.1% of reading + 0.1% of range）
45Hz ≦ f ≦ 66Hz ±（0.1% of reading + 0.05% of range）
66Hz ＜ f ≦ 1kHz ±（0.1% of reading + 0.1% of range）

50A 入力エレメントの直接入力 
　±（0.2% of reading + 0.1% of range）

1kHz ＜ f ≦ 50kHz ±（0.3% of reading + 0.1% of range）
外部電流センサ入力の 50mV/100mV/200mV レンジ 
　±（0.5% of reading + 0.1% of range）
50A 入力エレメントの直接入力 
　± {（0.1 × f + 0.2)% of reading + 0.1% of range}

50kHz ＜ f ≦ 100kHz ±（0.6% of reading + 0.2% of range）
50A 入力エレメントの直接入力 
　± {（0.1 × f + 0.2）% of reading + 0.1% of range}

100kHz ＜ f ≦ 200kHz ± {（0.00725 × f – 0.125）% of reading + 0.5% of range}
50A 入力エレメントの直接入力 
　± {（0.05 × f + 5）% of reading + 0.5% of range}

200kHz＜ f ≦ 500kHz ± {（0.00725 × f – 0.125）% of reading + 0.5% of range}
50A 入力エレメントの直接入力：確度規定なし

500kHz ＜ f ≦ 1MHz ± {（0.022 × f – 8）% of reading + 1% of range}
50A 入力エレメントの直接入力：確度規定なし

周波数帯域 5MHz（–3dB、Typical）：5A 入力エレメント
　　　　　　　　　　  50A 入力エレメントの外部電流
　　　　　　　　　　　センサ入力

電力
項目 仕様
確度（6 ヶ月確度） 条件：電圧と電流の確度と同じ

1 年確度は 6 ヶ月確度の読み値誤差を 1.5 倍する。
周波数 確度

±（読み値誤差 + 測定レンジ誤差）
DC ±（0.05% of reading + 0.1% of range）
0.1Hz ≦ f ＜ 10Hz ±（0.3% of reading + 0.2% of range）
10Hz ≦ f ＜ 45Hz ±（0.1% of reading + 0.2% of range） 
45Hz ≦ f ≦ 66Hz ±（0.1% of reading + 0.05% of range）
66Hz ＜ f ≦ 1kHz ±（0.2% of reading + 0.1% of range）
1kHz ＜ f ≦ 50kHz ±（0.3% of reading + 0.2% of range）

外部電流センサ入力の 50mV/100mV/200mV レンジ 
　±（0.5% of reading + 0.2% of range）
50A 入力エレメントの直接入力 
　± {（0.1 × f + 0.2）% of reading + 0.2% of range}

50kHz ＜ f ≦ 100kHz ± （0.7% of reading + 0.3% of range）
50A 入力エレメントの直接入力 
　± {（0.3 × f – 9.5)% of reading + 0.3% of range}

100kHz ＜ f ≦ 200kHz ± {（0.0105 × f – 0.25）% of reading + 1% of range）}
50A 入力エレメントの直接入力 
　± {（0.09 × f + 11）% of reading + 1% of range}

200kHz＜ f ≦ 500kHz ± {（0.0105 × f – 0.25）% of reading + 1% of range）}
50A 入力エレメントの直接入力：確度規定なし

500kHz ＜ f ≦ 1MHz　 ± {（0.048 × f – 20）% of reading + 2% of range）}
50A 入力エレメントの直接入力：確度規定なし

・外部電流センサレンジのとき、上記確度に次の値を加算。
　電流の DC 確度：50 μV
　電力の DC 確度：（50 μV/ 外部電流センサレンジ定格）× 100% of range
・電流直接入力レンジのとき、上記確度に次の値を加算。
　50A 入力エレメント：
　　電流の DC 確度：1mA
　　電力の DC 確度：（1mA/ 電流直接入力レンジ定格）× 100% of range
　5A 入力エレメント：
　　電流の DC 確度：10 μ A
　　電力の DC 確度：（10 μ A/ 電流直接入力レンジ定格）× 100% of range
・波形表示データ、Upk および Ipk の確度
　上記確度に次の値を加算（参考値）有効入力範囲はレンジの± 300%以内
　（クレストファクタ 6 のときは± 600%以内）
　　電圧入力：{ 1.5 ×√（15/ レンジ）+ 0.5 } % of range 
　　電流直接入力レンジ：
　　　50A 入力エレメント：3 ×√（1/ レンジ）% of range +10mA
　　　5A 入力エレメント：{ 10 ×√（10m/ レンジ）+ 0.5 } % of range
　　外部電流センサ入力レンジ：
　　　50mV ～ 200mV レンジ：{ 10 ×√（0.01/ レンジ）+ 0.5 } % of range
　　　500mV ～ 10V レンジ：{ 10 ×√（0.05/ レンジ）+ 0.5 } % of range
・ゼロレベル補正またはレンジ変更実行後の温度変化による影響
　上記確度に次の値を加算
　　電圧の DC 確度：0.02% of range/℃
　　電流直接入力の DC 確度
　　　50A 入力エレメント：1mA/℃
　　　5A 入力エレメント：10 μ A/℃
　　外部電流センサ入力の DC 確度：50 μV/℃
　　電力の DC 確度：電圧の影響と電流の影響をかけたもの
・電圧入力による自己加熱の影響
・電圧、電力の確度に、次の値を加算。
　　入力信号が交流：0.0000001 × U 2 % of reading
　　入力信号が直流：0.0000001 × U 2 % of reading+0.0000001 × U 2 % of range
　　U は電圧の読み値（V）
　自己加熱による影響は電圧入力値が小さくなっても入力抵抗の温度が下がるまで影響がでます。
・電流入力による自己加熱の影響
　50A 入力エレメントの電流、電力の確度に次の値を加算。
　　入力信号が交流：0.00006 × I 2 % of reading
　　入力信号が直流：0.00006 × I 2 % of reading + 0.004 × I 2 mA
　5A 入力エレメントの電流、電力の確度に次の値を加算
　　入力信号が交流：0.006 × I 2 % of reading
　　入力信号が直流：0.006 × I 2 % of reading + 0.004 × I 2 mA
　I は電流の読み値（A）。
　自己加熱による影響は電流入力値が小さくなってもシャント抵抗の温度が下がるまで影響がでます。
・データ更新周期による確度加算
　データ更新周期が 50ms のとき 0.1% of reading を、100ms のとき 0.05% of reading を加算。
・周波数と電圧、電流による確度保証範囲
　0.1Hz ～ 10Hz のすべての確度は、参考値。
　30kHz ～ 100kHzで 750V を超える電圧の場合、電圧、電力は参考値。
　DC、10Hz ～ 45Hz、400Hz ～ 100kHzで 20Aを超える電流の場合、電流、電力の確度は参考値。
・クレストファクタ 6 のときの確度：レンジを 2 倍したときのクレストファクタ 3 のレンジの確度と同じ。

項目 仕様
力率（λ）の影響 λ=0 のとき

　45 ～ 66Hz の範囲で、皮相電力の読み値× 0.1%
　上記以外の周波数は次のとおり。ただし、参考値。
　　5A 入力エレメントと外部センサ入力：皮相電力の読み値×（0.1+0.05 × f（kHz））%
　　50A 入力エレメントの直接入力：皮相電力の読み値×（0.1+0.3 × f（kHz））%
0 ＜ λ＜ 1のとき
　電力の読み値×［（電力読み値誤差 %）+（電力レンジ誤差 %）×（電力レンジ/ 皮相
　電力指示値）+ { tanΦ×（λ＝ 0のとき影響 %）}］ただし、Φは電圧と電流の位相角。

“λ=0 のとき影響 ％”は、上記の計算式に従い周波数 f によって変わります。
ラインフィルタの影響 カットオフ周波数（fc）100Hz ～ 100kHz のとき

　電圧 / 電流：～（fc/2）Hz：2 × ［1– √ {1/（1 +（f/fc）4）}］×100+（20 ×f/300k）% 
　of readingを加算。ただし、30kHz 以下。
　電力：～（fc/2）Hz：4 × ［1– √ {1/（1 +（f/fc）4）}］× 100+（40 × f/300k） % 
　of reading を加算。ただし、30kHz 以下。
カットオフ周波数（fc）300kHz、1MHz のとき
　電圧 / 電流：～（fc/10）Hz：（20 × f/fc）% of reading を加算。
　電力：～（fc/10）Hz：（40 × f/fc）% of reading を加算。

進相 / 遅相の検出
位相角 Φの
D（LEAD）/G（LAG）

電圧と電流の入力信号が、次の場合、進相、遅相のを正しく検出できます。
・正弦波
・測定レンジの 50%以上（クレストファクタ 6 のときは 100%以上）の大きさ
・周波数：20Hz ～ 10kHz
・位相差：±（5°～ 175°）

無効電力 QΣ
演算時の符号 s

s は各エレメントの進相 / 遅相を表す符号で、進相のとき、 “ – ”となる。

温度係数 5 ～ 18℃または 28 ～ 40℃の範囲で、± 0.03% of reading/℃
有効入力範囲 Udc、Idc　：測定レンジの 0 ～± 110%

Urms、Irms：測定レンジの 1～ 110%
Umn、Imn　：測定レンジの 10 ～ 110%
Urmn、Irmn：測定レンジの 10 ～ 110%
電力：直流測定の場合：0 ～± 110%
　　　交流測定の場合：電圧、電流がレンジの 1～ 110%の範囲で、電力レンジの
　　　± 110%まで。
ただし、同期ソースのレベルが周波数測定の入力信号レベルを満たすこと。クレスト
ファクタ 6 のときはそれぞれの下限が 2 倍される。

最大表示 電圧、電流レンジ定格の 140%
最小表示 測定レンジに対し、次の値までを表示。

・Urms、Uac、Irms、Iac：0.3%まで（クレストファクタ 6 のときは 0.6%まで）
・Umn、Urmn、Imn、Irmn：2%まで （クレストファクタ 6 のときは 4%まで）
それ以下はゼロサプレス。電流積算値 q も電流値に依存。

測定下限周波数 データ更新レート  50ms　 100ms　 200ms　  500ms　1s　     2s　      5s　    10s　   20s
測定下限周波数   45Hz　 25Hz　   12.5Hz　  5Hz　      2.5Hz　 1.25Hz　 0.5Hz　 0.2Hz　0.1Hz

皮相電力 S の確度 電圧の確度 + 電流の確度
無効電力 Q の確度 皮相電力の確度 +（ √（1.0004 –λ2）– √（1 –λ2））× 100 % of range
力率λの確度 ±［（λ–λ/1.0002）+｜cos Φ – cos { Φ + sin –1（λ=0 のときの電力の力率の影

響 % /100）}｜］ ± 1digit
ただし、電圧 / 電流がレンジ定格入力時

位相角 Φの確度 ± ［｜Φ − { cos –1（λ/1.0002） ｜+ sin –1 {（λ=0 のときの電力の力率の影響 %）
/100 }}］deg ± 1digit
ただし、電圧 / 電流がレンジ定格入力時

1年確度 6 ヶ月確度の読み値誤差を 1.5 倍する

機能

測定機能 / 測定条件
項目 仕様
クレストファクタ 300（最小有効入力に対して）3 または 6（測定レンジの定格値入力のとき）
測定区間 測定ファンクションを求め、演算をするための区間。

・電力量 Wp、DC の電流量 qを除いて、基準信号（同期ソース）のゼロクロスで測定
　区間を設定。
・高調波表示のとき
　データ更新周期のはじめから、高調波時のサンプリング周波数で 1024 点または 
　8192 点が測定区間。

結線方式 1P2W（単相 2 線式）、1P3W（単相 3 線式）、3P3W（三相 3 線式）、3P4W（三相 
4 線式）、3P3W（3V3A）（三相 3 線式、3 電圧 3 電流測定）
ただし、入力エレメントの装備数によって、選択できる結線方式が異なります。

スケーリング 外部の電流センサや、VT、CT の出力を本機器に入力するとき、電流センサ換算比、
VT 比、CT 比、および電力係数を 0.0001～ 99999.9999 の範囲で設定。

アベレージング ・通常測定項目の電圧 U、電流 I、電力 P、皮相電力 S、無効電力 Q に対し、下記
　アベレージングをおこなう。力率 λ、位相角 Φはアベレージングされた P、S から
　演算で求める。
・指数化平均または移動平均のどちらかを選択
  　指数化平均：減衰定数を 2 ～ 64 の中から選択。
  　移動平均：平均個数を 8 ～ 64 の中から選択。
・高調波測定：指数化平均のみ有効

データ更新レート 50ms、100ms、200ms、500ms、1s、2s、5s、10s、20s から選択
応答時間 最長でデータ更新レート× 2（ただし、数値表示時のみ）
ホールド データの表示を保持
シングル 測定ホールド中に 1回だけ測定を実行
ゼロレベル補正 /
Null

ゼロレベルを補正。Null 補正範囲：± 10% of range、次の各入力信号ごとに個別
に NULL 設定が可能。
・各入力エレメントの電圧、電流
・回転速度、トルク
・AUX1、AUX2

周波数測定
項目 仕様
測定対象 入力エレメントに入力される電圧または電流の周波数を、最大 3 つまで選択して測定。

周波数オプションを付加すればすべての入力エレメントに入力される電圧および電流
の周波数を測定。

測定方式 レシプロカル方式
測定範囲 データ更新レート 測定範囲 

50ms
100ms 
200ms
500ms
1s
2s
5s
10s
20s

45Hz ≦ f ≦ 1MHz 
25Hz ≦ f ≦ 1MHz 
12.5Hz ≦ f ≦ 500kHz 
5Hz ≦ f ≦ 200kHz 
2.5Hz ≦ f ≦ 100kHz 
1.25Hz ≦ f ≦ 50kHz 
0.5Hz ≦ f ≦ 20kHz 
0.25Hz ≦ f ≦ 10kHz 
0.15Hz ≦ f ≦ 5kHz

確度 ± 0.06% of reading ± 0.1mHz
入力信号のレベルが、測定レンジに対して、30%以上の入力にて。
クレストファクタ 6 のときは 60%以上の入力にて。ただし、
・上記下限周波数の 2 倍以下、10mA レンジ（5A 入力エレメント）、
　1A レンジ（50 入力エレメント）のとき、レンジの 50%以上の入力にて。
・0.15Hz ～ 100Hz では 100Hz 周波数フィルタ ON、100Hz ～ 1kHz では 1kHz　
　周波数フィルタ ON にて。

表示分解能 99999
最小周波数分解能 0.0001Hz
周波数測定用
フィルタ

OFF、100Hz、1kHz から選択

積算
項目 仕様
モード マニュアル、標準、繰り返し、実時間制御標準、実時間制御繰り返しの各モードから選択。
積算タイマ タイマの設定で、積算の自動停止可能。0000h00m00s ～ 10000h00m00s
カウントオーバ 積算時間が最大積算時間（10000 時間）または積算値が最大 / 最小表示積算値*1

に達すると、そのときの積算時間と積算値を保持して停止。
*1 WP： ± 999999MWh
　　 q： ± 999999MAh
　 WS： ± 999999MVAh
　 WQ： ± 999999Mvarh

確度 ±（通常測定の確度＋ 0.02% of reading）
タイマ確度 ± 0.02% of reading

高調波測定 （オプション）

項目 仕様
測定対象 搭載されたすべてのエレメント
方式 PLL 同期方式（外部サンプリングクロック機能なし）
周波数範囲 PLL ソースの基本周波数が 0.5Hz ～ 2.6kHz の範囲
PLL ソース ・各入力エレメントの電圧または電流および外部クロックから選択。

・/G6 オプション選択時、PLL ソースを 2 つ選択でき、2 系統の高調波測定が可能。
　/G5 オプション選択時は、PLL ソースとして 1つ選択。
・入力レベル
　電圧入力では、15V 以上のレンジ。
　電流直接入力では、50mA 以上のレンジ。
　外部電流センサ入力では、200mV 以上のレンジ。
　クレストファクタ 3 のとき、測定レンジの定格の 50%以上。
　クレストファクタ 6 のとき、測定レンジの定格の 100%以上。
　50A 入力エレメントの 1A、2A レンジでは、20Hz ～ 1kHz。
・周波数フィルタ ON の条件は、周波数測定と同じ。

FFT データ長 データ更新レートが 50/100/200ms のとき、1024
データ更新レートが 500m/1/2/5/10/20s のとき、8192

窓関数 レクタンギュラ
アンチエリアシング
フィルタ

ラインフィルタで設定
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サンプルレート、窓幅、測定次数上限値

FFT ポイント数 1024（データ更新レート 50/100/200ms）
測定次数上限値

基本周波数 サンプルレート 窓幅 U、I、P、Φ、ΦU、Φ I その他の測定値
15Hz ～ 600Hz 　f*1024 1波 500 次 100 次
600Hz ～ 1200Hz 　f*512 2 波 255 次 100 次
1200Hz～ 2600Hz 　f*256 　 4 波 100 次 100 次
ただし、データ更新周期が 50ms の場合、測定可能な次数の最大値は 100 次。

FFT ポイント数 8192（データ更新レート 500m/1/2/5/10/20s）
測定次数上限値

基本周波数 サンプルレート  窓幅 U、I、P、Φ、ΦU、Φ I その他の測定値
0.5Hz ～ 1.5Hz 　f*8192   1波 500 次 100 次
1.5Hz ～ 5Hz 　f*4096   2 波 500 次 100 次
5Hz ～ 10Hz 　f*2048   4 波 500 次 100 次
10Hz ～ 600Hz 　f*1024   8 波 500 次 100 次
600Hz ～ 1200Hz 　f*512  16 波 255 次 100 次
1200Hz～ 2600Hz 　f*256 32 波 100 次 100 次

項目 仕様
確度 通常測定の確度に下記確度を加算

・ラインフィルタ OFF のとき

周波数 電圧 電流 電力
0.5Hz ≦ f ＜ 10Hz 0.05% of reading

+0.25% of range
0.05% of reading
+0.25% of range

0.1% of reading 
+0.5% of range

10Hz ≦ f ＜ 45Hz 0.05% of reading
+0.25% of range

0.05% of reading
+0.25% of range

0.1% of reading 
+0.5% of range 

45Hz ≦ f ≦ 66Hz 0.05% of reading
+0.25% of range

0.05% of reading
+0.25% of range

0.1% of reading 
+0.5% of range

66Hz ＜ f ≦ 440Hz 0.05% of reading
+0.25% of range

0.05% of reading
+0.25% of range

0.1% of reading 
+0.5% of range

440Hz ＜ f ≦ 1kHz 0.05% of reading
+0.25% of range

0.05% of reading
+0.25% of range

0.1% of reading 
+0.5% of range

1kHz ＜ f ≦ 10kHz 0.5% of reading
+0.25% of range

0.5% of reading
+0.25% of range

1% of reading 
+0.5% of range

10kHz ＜ f ≦ 100kHz 0.5% of range 0.5% of range 1% of range
100kHz＜ f ≦ 260kHz 1% of range 1% of range 2% of range

・ラインフィルタ ON のとき：ラインフィルタ OFF の確度にラインフィルタの影響を加算

いずれの表においても
・クレストファクタの設定が 3 のとき
・λ（力率）=1のとき
・2.6kHzを超える電力は参考値
・電圧レンジのとき、次の値を加算
　電圧確度：25mV
　電力確度：（25mV/ 電圧レンジ定格）× 100% of range
・電流直接入力レンジのとき、次の値を加算
　5A エレメント
　　電流確度：50 μ A
　　電力確度：（50 μ A/ 電流レンジ定格）× 100% of range
　50A エレメント
　　電流確度：4mA
　　電力確度：（4mA/ 電流レンジ定格）× 100% of range
・外部電流センサレンジのとき、次の値を加算
　電流確度：2mV
　電力確度：（2mV/ 外部電流センサレンジ定格）× 100% of range
・電圧、電流の n 次成分に対し、（n/500）% of readingを加算。電力の n 次成分に対し、（n/250）% of reading
　を加算。
・クレストファクタ 6 のときの確度：レンジを 2 倍したときのクレストファクタ 3 のレンジの確度と同じ
・周波数と電圧、電流による確度保証範囲は、通常測定の保証範囲と同じ
・入力された次数の周辺次数にサイドロープの影響が出ることがあります。
・ PLLソース周波数が 2Hz 以上では、n 次成分入力のとき、電圧、電流の n + m 次と n – m 次には、（n 次の
　読み値）の（{n/（m + 1）}/50）%を加算、電力の n + m 次と n – m 次には、（n 次の読み値）の（{n/（m + 1）}/25）
　%を加算。
・PLLソース周波数が 2Hz 未満では、n 次成分入力のとき、電圧、電流の n + m 次と n – m 次には、（n 次の
　読み値）の（{n/（m + 1）}/20）%を加算、電力の n + m 次と n – m 次には、（n 次の読み値）の（{n/（m + 1）}/10）
　%を加算。

モータ評価機能 （オプション）

項目 仕様
入力端子 TORQUE、SPEED（A、B、Z）
入力抵抗 約 1M Ω
入力コネクタ形式 絶縁形 BNC

アナログ入力（TORQUE, SPEED は A 端子に入力）

項目 仕様
レンジ 1/2/5/10/20V
入力範囲 ± 110%
ラインフィルタ OFF/100/1kHz
連続最大許容入力 ± 22V
最大同相電圧 ± 42Vpeak
サンプリング周期 約 200kS/s
分解能 16 ビット
確度 ±（0.05% of reading + 0.05% of range）
温度係数 ± 0.03% of range/℃

パルス入力（TORQUE, SPEED）

（SPEED は、方向を検出しない場合、A 端子に入力。方向を検出する場合、A 端子および B 端子にロータ
リエンコーダの A 相、B 相を入力。電気角測定を行う場合は Z 端子にロータリエンコーダの Z 相を入力。）
項目 仕様
入力範囲 ± 12Vpeak
周波数測定範囲 2Hz ～ 1MHz
最大同相電圧 ± 42Vpeak
確度 ± （0.05+f/500） % of reading ± 1mHz
Z 端子入力の立ち下
がりと電気角測定開
始時間

500ns 以内

検出レベル H レベル : 約 2V 以上
L レベル : 約 0.8V 以下

パルス幅 500ns 以上
電気角測定を行う場合には、高調波測定オプション（/G5 または /G6）が必要。

外部信号入力（オプション）

項目 仕様
入力端子 AUX1/AUX2
入力形式 アナログ
入力抵抗 約 1M Ω
入力コネクタ形式 絶縁形 BNC
レンジ 50m/100m/200m/500m/1/2/5/10/20V
入力範囲 ± 110%
ラインフィルタ OFF/100Hz/1kHz
連続最大許容入力 ± 22V
最大同相電圧 ± 42Vpeak
サンプリング周期 約 200kS/s
分解能 16 ビット
確度 ±（0.05% of reading + 0.05% of range）

・ゼロレベル補正またはレンジ変更実行後の温度変化に対し、20 μV/℃を加算
温度係数 ± 0.03% of range/℃ 

DA 出力およびリモート制御（オプション）

DA 出力
項目 仕様
D/A 変換分解能 16 ビット
出力電圧 各定格値に対して± 5V FS（最大約± 7.5V）
更新周期 本体のデータ更新周期に同じ
出力数 20 チャネル（各チャネルごとに出力項目を設定可能）
確度 ±（各測定ファンクションの確度 +0.1% of FS） FS=5V
最小負荷 100k Ω
温度係数 ± 0.05% of FS/℃
連続最大同相電圧 ± 42Vpeak 以下

リモート制御
項目 仕様

信号 EXT START、 EXT STOP、 EXT RESET、 INTEG BUSY、 EXT HOLD、 
EXT SINGLE、 EXT PRINT

入力レベル 0 ～ 5V 

演算とイベント機能

項目 仕様
ユーザー定義
ファンクション

測定ファンクションの記号と演算子を組み合わせた演算式（最大 20 個まで）の数値
データを演算。

効率演算 効率演算式に測定項目を設定することにより、4 つまでの効率を表示可能
ユーザ定義イベント イベント：測定値に対する条件を設定。

イベントにより動作する機能は、オートプリント、ストア、DA 出力。

高速データ収集（オプション）

項目 仕様
データ収集周期 5ms（External Sync OFF 時）

1ms ～ 100ms（External Sync ON 時、外部からの MEAS START 端子に入力され
る外部信号に同期）

本体画面更新周期 1s （1s 間に得られた最後のデータが表示されます )
測定ファンクション 電圧、電流、電力（各エレメント、Σ）*

トルク/ 回転速度 /Pm（/MTR)、AUX1/AUX2（/AUX）
*RMS、MEAN、DC、R-MEAN から1つを選択

結線方式 単相 2 線（DC 入力時）、三相 3 線（3V3A）、三相 4 線
ラインフィルタ 高速データ収集時は常に ON　

（カットオフ周波数は 300kHz 以下で設定可能。1MHz は選択不可）
データ出力先 内蔵 RAM もしくは外部 USB ストレージ 

GP-IB、イーサネット、USB 通信インターフェース
（１秒間の測定データをまとめて出力します）

データ収集回数 1～ 10000000、infinite
データ収集開始 HS Setting メニューの START キーまたは、通信コマンド受信後、トリガ条件を満た

した時点よりデータ収集を開始します。
トリガ モード：AUTO/NORMAL/OFF、ソース：U1～ I6/EXT、

スロープ：立ち上がりエッジ/ 立ち下がりエッジ/ 両エッジ、レベル：± 100.0%
HS フィルタ OFF、ON

（カットオフ周波数を1Hz ～ 1000Hz の範囲を1Hz 単位で設定）

表示

数値表示
項目 仕様
表示桁数

（表示分解能）
60000 以下の場合：5 桁
6000 を越える場合：4 桁

表示項目数 4、8、16、Matrix、ALL、高調波シングルリスト、高調波デュアルリスト、Custom
から選択。

波形表示
項目 仕様
表示形式 Peak-Peak 圧縮データ

サンプリングデータが不足する時間軸設定のとき、不足するデータは前のサンプリング
データで埋められます。

時間軸 0.05ms ～ 2s/div の範囲。ただし、データ更新レートの 1/10 以下。
トリガ ・トリガタイプ：エッジタイプ

・トリガモード：オフ、オート、ノーマルから選択。積算実行中は自動的にオフとなる。
・トリガソース：入力エレメントに入力される電圧または電流と、外部クロックから選択。
・トリガスロープ：「立ち上がり」、「立ち下がり」、および「立ち上がり/立ち下がり」から選択。
・トリガレベル
　トリガソースが入力エレメントに入力される電圧または電流のとき画面の中心から
　± 100%（画面の上下端まで）の範囲で設定。設定分解能 0.1%。
　トリガソースが Ext Clk（外部クロック）のとき TTL レベル。

時間軸ズーム機能 なし
* 約 2MHz のサンプリング周波数のため、波形を確認できるのはおよそ 100kHz まで。

データのストア機能
項目 仕様
ストア 数値データをメディアに保存。（メディア：USB ストレージ、最大 1GB）
ストアインタバル 50ms（波形 OFF 時）～ 99 時間 59 分 59 秒 
ストア制御 マニュアルモード、実時間制御ストアモード、積算同期ストアモード、

イベント同期ストアモード、シングルシュットストアモード
ストア項目 数値表示項目（数値表示で 4/8/16 値表示、Matrix 表示）

選択項目（エレメント、ファンクション）

1GB のメモリを使ったときのデータ保存可能時間（数値保存、波形表示は OFF）

測定チャネル数 測定項目（各チャネル） ストア間隔 保存可能時間（約）
3ch 5 項目 50ms 5 日間
3ch 20 項目 50ms 56 時間
3ch 電圧、電流、電力の DC ～ 100 次の各高調波成分データ 50ms 4 時間
6ch 5 項目 1 秒 86 日間
6ch 20 項目 1 秒 24 日間
6ch 電圧、電流、電力の DC ～ 100 次の各高調波成分データ 1 秒 40 時間
6ch 電圧、電流、電力の DC ～ 500 次の各高調波成分データ 100ms 49 分
※1データは４バイト。ストア回数の上限は 9,999,999 回

ファイル機能
項目 仕様
保存 設定情報、波形表示データ、数値データ、および画面イメージデータをメディアに保存。
読み込み 保存した設定情報をメディアから読み込む。

補助入出力部

マスター / スレーブ同期信号の入出力部
項目 仕様
コネクタ形状 BNC コネクタ ：マスターとスレーブに共通
入出力レベル TTL ：マスターとスレーブに共通
測定スタート
遅延時間

マスターに適用：15 サンプル周期以内
スレーブに適用：1 μs+15 サンプル周期以内 

外部クロック入力部
共通
項目 仕様
コネクタ形状 BNC コネクタ
入力レベル TTL

通常測定のときの同期ソースを Ext Clkとして入力する場合
項目 仕様
周波数範囲 周波数測定の測定範囲と同じ。
入力波形 デューティ比 50%の矩形波

高調波測定のときの PLLソースを Ext Clkとして入力する場合
項目 仕様
周波数範囲 高調波測定（/G5 または /G6）オプション：0.5Hz ～ 2.6kHz
入力波形 デューティ比 50%の矩形波

トリガの場合
項目 仕様
最小パルス幅  1μs
トリガ遅延時間 （1μs+15 サンプル周期）以内

RGB 出力部（オプション）
項目 仕様
コネクタ形状 D-sub15 ピン（レセプタクル）
出力形式 アナログ RGB 出力

コンピュータインタフェース

GP-IB インタフェース
項目 仕様
使用可能なデバイス NATIONAL INSTRUMENTS 社

・PCI-GPIB および PCI-GPIB+
・PCIe-GPIB および PCIe-GPIB+
・PCMCIA-GPIB および PCMCIA-GPIB+
・GPIB-USB-HS
ドライバ NI-488.2M Ver1.60 以降を使用すること

電気的・機械的仕様 IEEE St’ d 488-1978 （JIS C 1901-1987）に準拠
機能的仕様 SH1、AH1、T6、L4、SR1、RL1、PP0、DC1、DT1、C0
プロトコル IEEE St’ d 488.2-1992 に準拠
使用コード ISO（ASCII）コード
モード アドレッサブルモード
アドレス 0 ～ 30
リモート状態解除 LOCALを押して、リモート状態の解除可能（Local Lockout 時を除く）

イーサネットインタフェース
項目 仕様
通信ポート数 1
コネクタ形状 RJ-45 コネクタ
電気的・機械的仕様 IEEE802.3 準拠
伝送方式 Ethernet1000Base-T/100BASE-TX/10BASE-T
通信プロトコル TCP/IP
対応サービス FTP サーバ、DHCP、DNS、リモートコントロール（VXI-11）、SNTP、FTP クライ

アント

USB PC インタフェース
項目 仕様
ポート数 1
コネクタ タイプ B コネクタ（レセプタクル）
電気的・機械的仕様 USB Rev.2.0 に準拠
対応転送規格 HS（High Speed）モード（480Mbps）、FS（Full Speed）モード（12Mbps）
対応プロトコル USBTMC-USB488（USB Test and Measurement Class Ver.1.0）
対応システム環境 Windows7（32bit）/Vista（32bit）/XP（SP2 以降 32bit）日本語 / 英語版で動作

し、USB ポートが装備されている機種

周辺機器用 USB

項目 仕様
ポート数 2
コネクタ形式 USB タイプ A コネクタ（レセプタクル）
電気的・機械的仕様 USB Rev.2.0 準拠
対応転送規格 HS（High Speed）モード（480Mbps）、FS（Full Speed）モード（12Mbps）、LS（Low 

Speed）モード （1.5Mbps）
対応デバイス USB Mass Storage Class Ver.1.1 準拠のマスストレージデバイス

USB HID Class Ver.1.1 準拠の 109 キーボード、104 キーボード
USB HID Class Ver.1.1 準拠のマウス

供給電源 5V、500mA（各ポート）ただし、最大消費電流が 100mAを超えるデバイスを 2 ポー
ト同時には接続できません。 

内蔵プリンタ （オプション）

項目 仕様
印字方式 サーマルラインドット方式
ドット密度 8ドット /mm
用紙幅 80mm
有効記録幅 72mm
オートプリント 印字するインターバル時間を設定し、測定値を自動的に印字。スタート / ストップ時

刻の設定可能。 

一般仕様

項目 仕様
ウォームアップ時間 約 30 分
動作環境 温度：5 ～ 40℃

湿度：20 ～ 80% RH（結露のないこと）
使用高度 2000m 以下
設置場所 屋内
保存環境 温度：–25 ～ 60℃

湿度：20 ～ 80% RH（結露のないこと）
定格電源電圧 100 ～ 240VAC
電源電圧
変動許容範囲

90 ～ 264VAC

定格電源周波数 50/60Hz
電源周波数
変動許容範囲

48 ～ 63Hz

最大消費電力 150VA（内蔵プリンタ使用時）
外形寸法 約 426mm（W）× 177mm（H）× 459mm（D）

（プリンタカバー収納時、取っ手および突起部を除く）
質量 約 15kg（本体、6 入力エレメント、オプション装着時）
バッテリバックアップ 設定情報と内蔵時計をリチウム電池でバックアップ



WT1801 -01        50A      
 -10        5A

 -02        50A 50A     
WT1802 -11        5A 50A     
 -20        5A 5A     

 -03        50A 50A 50A    

WT1803 -12        5A 50A 50A    
 -21        5A 5A 50A    
 -30        5A 5A 5A    

 -04        50A 50A 50A 50A   
 -13        5A 50A 50A 50A   
WT1804 -22        5A 5A 50A 50A   
 -31        5A 5A 5A 50A   
 -40        5A 5A 5A 5A   

 -05        50A 50A 50A 50A 50A  
 -14        5A 50A 50A 50A 50A  

WT1805 -23        5A 5A 50A 50A 50A  
 -32        5A 5A 5A 50A 50A  
 -41        5A 5A 5A 5A 50A  
 -50        5A 5A 5A 5A 5A  

 -06        50A 50A 50A 50A 50A 50A 
 -15        5A 50A 50A 50A 50A 50A 
 -24        5A 5A 50A 50A 50A 50A 
WT1806 -33        5A 5A 5A 50A 50A 50A 
 -42        5A 5A 5A 5A 50A 50A 
 -51        5A 5A 5A 5A 5A 50A 
 -60        5A 5A 5A 5A 5A 5A

電源コード  -M        UL/CSA規格（3極2極変換アダプタ付き）、PSE対応 ̶
言語   -HE      英語/日本語メニュー    ̶
    /EX1    電流外部センサ入力（WT1801用）  +20,000
    /EX2    電流外部センサ入力（WT1802用）  +40,000
    /EX3    電流外部センサ入力（WT1803用）  +60,000
    /EX4    電流外部センサ入力（WT1804用）  +80,000
    /EX5    電流外部センサ入力（WT1805用）  +100,000
    /EX6    電流外部センサ入力（WT1806用）  +120,000
付加仕様     /B5    内蔵プリンタ     +100,000
      /G5   高調波測定     +100,000
      /G6   2系統同時高調波測定   +200,000
       /DT  デルタ演算     +100,000
        /FQ 周波数測定追加    +80,000
         /V1 RGB出力     +50,000
          /DA 20チャネルDA出力    +150,000
           /MTR モータ評価機能    +150,000
           /AUX 外部信号入力     +150,000
             /HS 高速データ収集    +300,000

WT1800 1入力エレメントモデル

WT18002入力エレメントモデル

WT1800 3入力エレメントモデル

WT1800 4入力エレメントモデル

WT1800 5入力エレメントモデル

WT1800 6入力エレメントモデル

共通付加仕様

750,000

950,000

1,150,000

1,350,000

1,550,000

1,750,000

定格電流 ： 0～1000A（1000Apk） 
確度 ： 0.05% of reading + 30uA
帯域 ： DC～300kHz
変流比 ： 1500：1
定価 ： 15万円

定格電流 ： 0～200A（200Apk）
確度 ： 0.05% of reading + 30uA
帯域 ： DC～500kHz
変流比 ： 1000：1
定価 ： 10万円

定格電流 ： 0～60A（60Apk）
確度 ： 0.05% of reading + 30uA
帯域 ： DC～800kHz
変流比 ： 600：1
定価 ： 10万円

電流センサでの測定

直接入力端子での電流測定

電圧入力端子での測定

電圧測定対象

758921

701959

758917

758923

758931

758922

758929

電力計の
電圧入力端子

電力計の
電流入力端子

専用コネクタ
B8200JQ

負荷抵抗
B8200JR
（4個並列）

DC電源
（±15V, 1A）

CT1000

電流測定対象

電圧測定対象

758921

758923

758931

電力計の
電流入力端子

接続例1

※1　接続例2の結線は，東洋電源機器株式会社の電源（単相/三相用）を使用した結線です。
※2　負荷抵抗を入れてください。

※2
※1

CT1000
D-sub9ピン
ケーブル

負荷抵抗接続例2

DC電源

■別売アクセサリ

758917
758922
758929
758923
758931
758924
366924※
366925※
758921
B9284LK※
B9316FX
B8200JQ
B8200JR
B8200GD

測定リード 
ワニグチアダプタ（小）  
ワニグチアダプタ（大）  
安全端子アダプタ 
安全端子アダプタ 
変換アダプタ 
BNC-BNCケーブル 
BNC-BNCケーブル
フォーク端子アダプタセット 
外部センサ用ケーブル 
プリンタ用ロール紙 
出力コネクタ 
負荷抵抗 
ネジ

ケーブル長75cm, 赤黒2本で1単位
安全端子-ワニグチ変換 赤黒2個で1単位。定格300V
安全端子-ワニグチ変換 赤黒2個で1単位。定格1000V
バネ押さえタイプ 赤黒2個で1単位
ネジ締めタイプ 赤黒2個で1単位
BNC-バインディングポスト変換
1m
2m
フォーク端子4mm-バナナ端子変換 赤黒2個で1単位
電流センサ用、50cm
感熱紙10m（1巻/1単位）
D-SUB 9ピン（コネクタ側はメス） ネジ2ヶ付
10Ω/0.25W（4個入り）並列で2.5Ω使用
D-SUB 9ピンコネクタ用（8ヶ）

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
10
1
1
8

形名 品名 仕様 販売単位 定価（￥）

　製品の特性上金属部分に触れることができますので感電する恐れがあります。十分に注意してご使用ください。
※42V以下の低電圧回路にてご使用ください。

※電流センサ、電流トランスデューサ用に±15Vdcの電源が必要です。

形名 品名 仕様 定価（￥）
751535-E4 ラックマウント用キット EIA単装用 15,000
751535-J4 ラックマウント用キット JIS単装用  15,000

●本製品を正しく安全にご使用いただくため、「取扱説明書」をよくお読みください。

ご注意

計測器の取り扱い、仕様、機種選定、応用上の問題などについては、
カスタマサポートセンター　　0120-137-046 にお問い合わせください。
E-mail ： tmi-cs@csv.yokogawa.co.jp
受付時間 ：祝祭日を除く月～金曜日／9:00～12:00､ 13:00～17:00

営業部
〒190-8586 東京都立川市栄町6-1-3 立飛ビル2号館
 TEL：042-534-1456　FAX：042-534-1438

このカタログの内容は2014年1月31日現在のものです。価格には別途消費税が加算されます。記載内容は、お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
All Rights Reserved, Copyright © 2011, Yokogawa Meters & Instruments Corporation. [Ed:05/b] Printed in Japan, 401(KP)

お問い合わせは

AC/DC電流センサ CT1000

AC/DC電流センサ CT200

AC/DC電流センサ CT60

■形名及び仕様コード

※数字は、50A : 50A入力エレメント、5A : 5A入力エレメントを示しています。
　エレメントは背面左側から記載の順に挿入することを示しています。
※GPIB通信、イーサネット通信、USB通信は標準搭載

■標準付属品
電源コード、脚用ゴム（4個）、電流入力保護カバー、取扱説明書一式、ロール記録紙2巻（/B5搭載時）、
D/A用コネクタ（/DA搭載時）、安全端子アダプタ758931（赤黒2個で1セット×入力エレメント数）、
※その他のケーブル、アダプタは必要に応じて手配してください。
取扱説明書一式
［スタートガイドは冊子、その他のユーザーズマニュアル（機能編、操作編、通信編）はPDFデータ（CD-ROM）］

■ラックマウント

■アクセサリ

形名 仕様コード 記事 　　　定価（¥）

注意：
・異なる入力エレメントへの変更改造はできません。新規に入力エレメントを搭載する必要があります。十分ご検討
の上、形名を選定してください。製品納入後に、入力エレメントやオプションを追加する場合、工場への引き取り改
造となります。詳細については担当営業までお問い合わせください。
・入力エレメントやオプションを追加改造する場合、オプション価格に改造費用が加わります。また、改造期間が通
常の新規購入時よりも長くかかりますので手配漏れのないようご注意ください。 
・成績表および校正証明書は新規手配時のみ可能です。製品納入後の後手配はできませんので手配忘れのない
よう十分ご注意ください。

クランプオンプローブでの測定

758917
751552

758921

電流測定対象
電力計の
電流直接入力端子

電流出力型

5,500
2,200
3,500
2,800
2,000
6,600
3,000
4,000
2,800
4,000
700
1,000
2,000
150

ベストコンディションプラン（BCP）ベストコンディションプラン（BCP）
いつもWT1800プレシジョンパワーアナライザを最適な状態でお使いいただくため
のサービス商品です。
ご契約期間中、故障修理、校正、予防保全などのサービスが受けられます。全損など、
ユーザ様責任が明確な場合を除き、修理・交換を無償対応いたします。

【予防保全の内容】
・ 内部清掃 ： ホコリ除去、コネクタ等の嵌合チェック
・ FAN ： 動作を確認し、劣化している場合は部品交換
・ LCD ： 輝度を確認し、劣化している場合は部品交換
・ キー、ノブ ： 破損等の確認をし、損傷があれば部品交換

詳細につきましてはお問い合わせください。

●横河電機製品はISO14001の認証を受けている事業所で開発生産されています。
●地球環境を守るために横河電機（株）が定める「環境調和型製品設計ガイドライン」
および「製品設計アセスメント基準」に基づいて設計されています。

地球環境保全への取組み
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変更票 
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本カタログの記載内容が下記の通り変更になりました。 

 

＜記＞ 

 

 裏表紙 

営業本部  〒180-8750 東京都武蔵野市中町2-9-32 

   TEL : 0422-52-5544 FAX : 0422-52-6462 

   ホームページ http://www.yokogawa.com/jp-ymi 
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